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は
じ
め
に

　

清
朝
は
入
関
し
て
漢
人
の
居
住
域
を
支
配
下
に
お
い
た
後
、
人
口
増

加
に
見
合
っ
た
行
政
区
域
の
増
加
や
地
方
官
の
増
員
を
ほ
ぼ
行
わ
な

か
っ
た
た
め
、
地
方
官
が
非
正
規
の
官
と
も
い
う
べ
き
幕
友
や
書
吏
を

私
的
に
雇
用
し
、
そ
の
費
用
を
賄
う
た
め
に
正
規
の
税
収
に
付
加
す
る

形
で
非
正
規
の
徴
収
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
非
正
規
な
財
政
部

分
を
、
い
か
に
し
て
自
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
く
か
で
、
中
央
と

地
方
の
官
員
の
間
で
厳
し
い
対
立
や
、
不
明
瞭
な
金
銭
授
受
の
関
係
も

生
じ
た（

（
（

。
一
九
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
地
方
行
政
の
現
場
で
は
非
正

規
な
官
員
に
加
え
て
、
在
地
紳
士
層
の
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
行
政
が

立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た（

2
（

。
こ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
太
平
天
国
の
乱
で

あ
る
。
在
地
紳
士
層
の
行
政
参
画
は
、
在
地
勢
力
と
中
央
派
遣
官
僚
の

癒
着
や
割
拠
を
防
止
す
る
た
め
の
「
本
籍
回
避
」
の
原
則
に
触
れ
、
本

清
末
諮
議
局
の
予
算
審
議
と
官
紳
対
立

土
　
　
居
　
　
智
　
　
典

来
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
止
め
ら
れ
な
い
趨
勢
と

な
っ
た
。
非
正
規
な
徴
収
か
ら
始
ま
っ
た
流
通
税
で
あ
る
釐
金
も
、
臨

時
的
な
も
の
か
ら
正
規
の
税
項
目
へ
と
近
づ
き
、
撤
廃
ど
こ
ろ
か
同
様

の
徴
収
は
増
え
、
そ
の
徴
収
に
携
わ
る
在
地
紳
士
の
行
政
参
画
も
臨
時

的
な
も
の
か
ら
恒
常
化
し
た
。
太
平
天
国
の
よ
う
な
国
内
的
な
危
機
は

去
っ
た
が
、
行
政
や
軍
事
面
で
の
近
代
化
コ
ス
ト
の
増
大
や
、
日
清
戦

争
賠
償
金
や
義
和
団
賠
償
金
が
膨
大
な
負
担
と
し
て
の
し
か
か
り
、
臨

時
の
徴
収
や
そ
れ
に
と
も
な
う
紳
士
層
の
行
政
参
画
も
、
恒
常
化
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
在
地
紳
士
の
行
政
参
画
は
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
公
然
化
し
て
は
い
た
も
の
の
、
一
定
の
制
限
の
も

と
で
あ
れ
合
法
化
す
る
の
は
宣
統
元
（
一
九
〇
九
）
年
の
諮
議
局
開
設

ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
論
は
、
こ
の
諮
議
局
開
設
に

と
も
な
う
紳
士
層
の
行
政
参
画
が
、
清
朝
の
官
員
と
の
関
係
や
中
央･

地
方
の
財
政
調
整
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
清
朝
の
国
家
的
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る
か
に
も
、
異
な
っ
た
見
解
が
存
在
し
た
。
太
平
天
国
の
乱
鎮
圧
過
程

の
研
究
で
は
ま
ず
、
督
撫
と
在
地
紳
士
の
間
の
協
力
関
係
を
強
調
す
る

官
紳
共
栄
論
的
な
立
場
の
研
究
が
見
ら
れ
た
が（

6
（

、
近
年
は
督
撫
が
主
導

で
行
政
改
革
を
行
う
際
に
在
地
紳
士
を
利
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う

非
・
官
紳
共
栄
論
的
な
見
方
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
し
か

し
、
非
・
官
紳
共
栄
論
的
な
地
方
行
政
の
あ
り
方
が
、
諮
議
局
開
設
に

よ
る
紳
士
の
政
治
参
画
以
後
、ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
光
緒
二
七

（
一
九
〇
一
）
年
の
光
緒
新
政
以
後
、
中
央
と
地
方
の
督
撫
と
の
協
調

的
な
姿
勢
で
財
政
改
革
が
進
ん
だ
面
も
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
示
さ
れ

て
は
い
る
が
、
中
央
と
在
地
紳
士
、
も
し
く
は
督
撫
と
在
地
紳
士
の
関

係
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
論
に
お
い
て

明
ら
か
に
し
た
い（

（
（

。
具
体
的
に
は
、
諮
議
局
に
お
け
る
予
算
審
議
の
過

程
、
地
方
の
財
政
問
題
か
ら
見
る
官
紳
関
係
の
あ
り
方
を
分
析
し
、
地

方
政
治
の
変
化
を
考
察
す
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
変
化
が
、
辛
亥
革
命
と
ど
の

よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
る
と
、
中
国
の
国
家

的
統
合
の
あ
り
方
が
、
更
に
明
瞭
に
見
通
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

Ⅰ　

諮
議
局
の
設
立
を
め
ぐ
る
動
き

（
１
）　�

議
会
制
導
入
と
財
政
を
め
ぐ
る
議
論�

―
諮
議
局
開
設
ま
で
の
状
況

　

光
緒
三
二 
（
一
九
〇
六
）
年
、
御
史
の
趙
炳
麟
が
議
会
制
導
入
と
財

政
に
つ
い
て
上
奏
し
、
議
会
制
を
導
入
す
れ
ば
、
国
民
が
租
税
が
ど
の

統
合
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　

太
平
天
国
の
乱
以
後
、
総
督
・
巡
撫
（
省
レ
ベ
ル
の
地
方
長
官
で
、

以
下
「
督
撫
」
と
略
す
）
を
軸
と
し
て
、
地
方
分
権
的
な
傾
向
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
論
者
が
共
有
す
る
見
解
と
い
っ

て
よ
い（

（
（

。
し
か
し
、
地
方
分
権
の
評
価
や
実
態
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、

地
方
分
権
的
傾
向
を
国
家
を
分
断
す
る
動
き
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評

価
で
と
ら
え
る
見
方
と
、
地
域
経
済
の
発
展
に
対
応
す
る
行
政
府
の
構

築
と
み
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る（

（
（

。
太
平
天
国
の
乱
の
時
期
ま
で
、
清
朝

の
正
規
の
官
僚
機
構
は
せ
い
ぜ
い
省
か
ら
県
レ
ベ
ル
ま
で
の
掌
握
し
か

行
っ
て
お
ら
ず
、
県
レ
ベ
ル
以
下
の
行
政
は
数
人
の
官
員
と
非
正
規
な

幕
友
・
書
吏
ら
の
大
ま
か
な
請
負
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
督
撫
が
紳
士
に
協
力
さ
せ
て
密
度
の
高
い
行
政
系
統
を
構

築
し
て
、
地
方
か
ら
近
代
化
を
下
支
え
し
て
い
く
有
り
様
は
、
一
概
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
督
撫

が
国
家
を
分
断
さ
せ
る
よ
う
な
傾
向
を
現
出
さ
せ
た
と
さ
れ
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
中
央
が
督
撫
に
対
し
て
強
い
人
事
権
行
使
が
で
き
ず
、

そ
れ
に
よ
り
省
以
下
の
レ
ベ
ル
の
行
政
を
間
接
的
に
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
に
く
い
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
清
朝
は
と
く
に

二
〇
世
紀
に
入
り
、
督
撫
を
目
ま
ぐ
る
し
く
交
替
さ
せ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
督
撫
が
地
方
で
意
の
ま
ま
に
割
拠
し
て
い
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
見
直
す
必
要
が
あ
る（

5
（

。
本
論
で
は
、
諮
議
局
設
立

以
後
、
予
算
審
議
の
過
程
で
督
撫
が
中
央
と
地
方
の
間
で
、
ど
の
よ
う

に
立
ち
回
り
、地
方
の
遠
心
力
を
つ
な
ぎ
止
め
得
た
か
否
か
を
分
析
す
る
。

　

ま
た
、
督
撫
と
在
地
紳
士
の
間
の
「
官
紳
」
関
係
の
実
態
を
ど
う
見
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び
参
事
の
人
選
を
定
め
、
設
立
作
業
に
入
っ
た（

（1
（

。
一
方
、
中
央
で
憲
政

導
入
の
諸
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
憲
政
編
査
館
の
対
応
は
、
こ
う
し
た

地
方
で
の
動
き
よ
り
も
遅
れ
、
資
政
院
と
協
議
の
上
、
諮
議
局
章
程
を

定
め
て
一
二
月
一
五
日
に
各
省
に
送
り
了
解
を
求
め
た（

（1
（

。
諮
議
局
の
設

置
を
め
ぐ
っ
て
地
方
に
後
れ
を
と
っ
た
憲
政
編
査
館
は
、
早
々
に
選
挙

章
程
ま
で
定
め
た
江
蘇
省
側
の
先
走
っ
た
行
動
を
戒
め
た（

（1
（

。
そ
の
後
、

諮
議
局
章
程
は
光
緒
三
四
年
三
月
に
憲
政
編
査
館
が
改
め
て
議
定
し
、

勅
裁
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
諮
議
局
の
設
置
を
め
ぐ
る
地
方
紳
士
層
か
ら
の
反
応

は
、
と
く
に
江
蘇
省
蘇
属
（
蘇
州
周
辺
）
で
極
め
て
積
極
的
な
も
の
が

見
ら
れ
た
。
ま
た
、
諮
議
局
開
設
の
上
諭
か
ら
、
翌
年
光
緒
三
四
年
に

諮
議
局
が
実
際
に
開
か
れ
る
ま
で
の
約
一
年
間
は
、
国
会
請
願
運
動
の

高
潮
期
と
も
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
た
。
各
省
で
諮
議
局
設
立
を
推
進
す
る

動
き
と
、
国
会
請
願
運
動
は
、
相
補
い
つ
つ
進
め
ら
れ
た
と
見
て
よ

い（
（1
（

。

　

さ
て
江
蘇
で
は
、
五
月
中
に
は
省
内
の
各
地
に
局
を
設
け
て
選
挙

に
備
え
た
が（

（2
（

、
各
省
の
動
き
も
そ
れ
に
続
い
た（

（（
（

。
各
省
諮
議
局
の
章

程
は
、
六
月
に
一
旦
憲
政
編
査
館
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

勅
裁
を
仰
い
だ（

（（
（

。
六
月
二
四
日
に
は
上
諭
が
下
さ
れ
、
最
終
的
な
諮

議
局
及
び
議
員
選
挙
章
程
が
確
定
し
た（

（2
（

。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
資

政
院
章
程
も
上
奏
さ
れ
、
よ
う
や
く
民
選
議
員
の
資
格
や
定
員
が
定

め
ら
れ
た（

（2
（

。
さ
ら
に
諮
議
局
議
員
の
選
挙
は
、
一
年
以
内
に
行
う
よ

う
上
諭
が
下
さ
れ
た（

（1
（

。
し
か
し
こ
の
上
諭
に
は
、
具
体
的
な
選
挙
期

日
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
府
に
本
当
に
選
挙
を
行
う
意
志
が
あ
る

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
、
義
務
を
尽
く
す
こ
と
を
苦
と
し

な
く
な
る
と
い
う
論
旨
を
展
開
し
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
議
会
制
と
財
政
と

の
関
連
づ
け
は
、
趙
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
の
官
員
の
建
議
に
引

き
継
が
れ
て
い
く（

（（
（

。
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
建
議
は
、
義
和
団
賠
償
金

に
よ
る
財
政
負
担
の
増
大
と
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
で
無
力
さ
を
実
感
し

た
う
え
で
、
立
憲
制
に
よ
る
国
政
の
刷
新
を
進
め
よ
う
と
す
る
改
革
の

流
れ
を
受
け
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
建
議
の
要
旨
は
財
政
の
充

実
を
含
む
国
力
の
増
強
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
輿
論
の
支
持
を

獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
立
憲
制
（
な
か
で
も
と
く
に
議

会
制
）
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
予
算
制
度
を
整

備
し
て
財
政
収
支
を
公
開
し
、
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
の
重
要
さ
を
主

張
す
る
議
論
は
、
民
間
か
ら
も
起
こ
っ
て
い
た（

（（
（

。

　

議
会
制
導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
制
度
構
築
は
、
光
緒
三
三 

（
一
九
〇
七
）年
の
資
政
院
・
諮
議
局
開
設
の
上
諭
を
起
点
と
し
て
い
る
。

ま
ず
は
本
格
的
な
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
予
備
的
機
関
と
し
て
、
中

央
に
資
政
院
、
各
省
に
諮
議
局
を
設
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（

（2
（

。
資
政

院
・
諮
議
局
の
権
限
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
制
限
的
で
は
あ
る
が
、
後

で
見
る
よ
う
に
在
地
紳
士
層
が
官
側
と
交
渉
す
る
場
と
し
て
果
た
し
た

役
割
は
無
視
で
き
な
い
。

　

諮
議
局
設
立
の
上
諭
が
下
さ
れ
た
後
、
地
方
で
も
そ
れ
に
応
じ
た
活

動
が
起
こ
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
一
月
末
ま
で
に
は
江
蘇
省
で
紳
士

達
が
諮
議
局
の
開
設
方
法
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
し
、「
江
蘇
諮
議

局
議
員
選
挙
章
程
」
ま
で
定
め
て
上
呈
す
る
ほ
ど
積
極
的
な
動
き
が
見

ら
れ
た（

（2
（

。
江
蘇
巡
撫
の
方
で
も
、
光
緒
三
三
年
内
に
早
々
に
局
長
お
よ
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案
は
、
立
法
・
財
政
・
刑
律
・
捐
税
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
た
と
い

う（
22
（

。

Ⅱ　

諮
議
局
の
開
会

　

宣
統
元
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
一
日
、
新
疆
を
除
く
各
省
の
諮
議
局

が
開
会
し
、
四
〇
日
の
議
事
が
始
め
ら
れ
た
。
開
会
初
日
か
ら
督
撫
と

諮
議
局
の
間
の
対
立
姿
勢
が
露
わ
に
な
っ
た
省
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

全
般
的
に
は
大
き
な
混
乱
も
な
く
開
会
し
た（

21
（

。
そ
れ
で
は
ま
ず
、
ど
の

よ
う
な
議
案
が
審
議
さ
れ
た
の
か
、
主
に
江
蘇
省
諮
議
局
の
事
例
を
中

心
に
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
両
江
総
督
提
出
の
議
案
は
「
籌
定
自
治
経
費
案
」「
補
救
州

縣
困
難
案
」「
清
査
荒
地
案
」「
聯
合
農
会
組
織
農
林
公
司
」「
実
行
禁

烟
案
」「
実
行
印
花
税
方
法
案
」「
改
訂
釐
金
征
収
方
法
案
」「
整
頓
契

税
方
法
案
」「
度
量
権
衡
改
制
推
行
案
」「
籌
辦
共
進
会
案
」
の
一
〇

件（
21
（

、江
蘇
巡
撫
の
提
出
の
議
案
は
「
限
制
銅
元
議
案
」「
調
査
戸
口
議
案
」

「
淮
揚
水
利
議
案
」「
寧
省
接
築
蕪
湖
鉄
路
議
案
」
の
四
件
で
あ
る（

21
（

。
清

理
財
政
局
が
進
め
る
財
政
調
査
を
前
提
と
し
た
予
算
作
成
作
業
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
第
一
回
諮
議
局
常
会
で
は
予
算
審
議
は
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
督
撫
提
出
の
議
案
だ
け
を
見
て
も
、
自
治
・
実
業

に
関
す
る
案
件
も
含
め
て
、
み
な
基
本
的
に
行
財
政
に
関
す
る
案
件
で

あ
る
。

　

次
に
、議
員
提
出
の
議
案
は
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

会
期
中
の
『
申
報
』
で
確
認
で
き
る
議
案
は
七
九
件 （
ま
と
ま
っ
た
「
議

の
か
疑
う
輿
論
も
あ
り
、
国
会
請
願
運
動
を
刺
激
し
た（

（1
（

。

　

国
会
請
願
運
動
の
方
は
、
江
蘇
・
浙
江
・
安
徽
安
徽
・
江
西
・
福
建
・
湖

南
・
直
隷
・
山
西
・
山
東
・
吉
林
・
貴
州
・
広
東
・
河
南
・
四
川
な
ど

か
ら
請
願
代
表
が
上
京
し
、
ほ
ぼ
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
た（

（1
（

。
中
央

の
官
界
で
も
請
願
に
応
じ
る
開
設
賛
成
派
と
、
反
対
派
に
分
か
れ
大
き

な
議
論
を
よ
ん
だ
の
で（

（1
（

、
清
朝
政
府
と
し
て
も
全
く
無
視
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
く
な
り
、八
月
に
定
め
た
「
逐
年
籌
備
事
宜
清
単
」
の
中
に
、

立
憲
準
備
の
第
九
年
に
上
下
議
院
選
挙
法
を
頒
布
し
、
選
挙
を
行
う
と

い
う
計
画
を
盛
り
込
み
、「
憲
法
大
綱
曁
議
院
法
選
挙
法
要
領
清
単
」

で
選
挙
の
骨
子
を
発
表
し
、
事
実
上
国
会
の
開
設
を
認
め
た（

（1
（

。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
請
願
運
動
は
一
区
切
り
つ
き
、
議
会
制
導
入
の
動
き
も
舞
台

は
諮
議
局
へ
と
移
り
、
次
に
起
こ
る
請
願
運
動
も
、
各
省
諮
議
局
が
連

合
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

選
挙
が
江
蘇
で
行
わ
れ
た
の
は
、
宣
統
元
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
で

あ
っ
た（

22
（

。
そ
の
後
、
議
員
が
確
定
し
た
省
で
、
諮
議
局
開
会
に
先
立
っ

て
、
議
案
準
備
の
た
め
の
動
き
と
し
て
「
預
備
議
案
会
」
な
る
も
の
が

組
織
さ
れ
た（

2（
（

。
浙
江
で
は
、
諮
議
局
章
程
第
二
一
条
・
二
五
条
に
基
づ

き
、
提
出
の
議
案
に
つ
い
て
前
も
っ
て
研
究
し
た
よ
う
で
あ
る
。
検
討

さ
れ
た
課
題
は
、
財
政
・
法
律
・
地
方
庶
政
の
三
項
目
に
分
類
さ
れ
、

研
究
活
動
が
行
わ
れ
た（

2（
（

。
省
の
財
政
を
司
る
布
政
使
の
側
で
も
八
月
中

に
は
既
に
審
議
議
案
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
、
田
地
の
清
丈
や
南
漕
改

折
な
ど
が
大
き
な
議
題
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

22
（

。
ま
た
、
中

央
の
方
で
も
七
月
に
は
「
欽
交
議
案
」
の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
主
に
資

政
院
が
そ
の
作
成
を
担
当
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
議



　清末諮議局の予算審議と官紳対立（土居）

26（

高
め
る
一
方
、
そ
の
発
言
力
増
大
を
嫌
う
督
撫
も
い
た
。

　

些
細
な
文
書
行
政
上
の
問
題
に
端
を
発
す
る
官
紳
対
立
で
、
省
に

よ
っ
て
は
議
事
が
進
行
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
混
乱
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た（
2（
（

。
中
で
も
諮
議
局
の
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
特
に
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
問
題
が
最
も
深
刻
化
し
た
四
川
省
の

例
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
『
申
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
総
督
趙
爾
巽

か
ら
憲
政
編
査
館
宛
て
の
電
文
を
以
下
に
引
用
す
る
。

「
四
川
総
督
趙
爾
巽
は
憲
政
編
査
館
に
、
以
下
の
よ
う
に
打
電
し
た
。

諮
議
局
の
権
限
は
不
明
確
で
あ
り
、
本
省
行
政
権
に
参
議
す
る
と
い
う

名
目
を
も
っ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
口
出
し
し
、
行
政
官
の
為
す
こ
と
全

て
に
、
諮
議
局
の
議
決
が
な
け
れ
ば
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
と
迫
っ
て

く
る
。
さ
ら
に
は
督
撫
の
奏
事
権
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ

で
解
釈
を
厳
し
く
し
、
越
権
行
為
が
な
い
よ
う
に
対
処
せ
ら
れ
た
い（

2（
（

。」

　

こ
れ
に
対
す
る
憲
政
編
査
館
の
反
応
は
以
下
の
と
お
り
。

「（
宣
統
元
年
）
一
〇
月
九
日
に
憲
政
編
査
館
が
各
省
に
発
し
た
電
文
に

は
、
四
川
総
督
に
打
電
し
た
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
各
省
が
従
来
辦
理
し
て
き
た
案
件
は
、
多
く
は
国
家
行
政
に
属
す

る
。
そ
の
国
家
行
政
と
地
方
行
政
の
区
分
は
、
擬
定
さ
れ
る
の
を
待
っ

て
か
ら
辦
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
在
は
ま
だ
区
分

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
暫
定
的
に
督
撫
が
国
家
行
政
に
当
た
る
も
の
が

ど
の
部
分
な
の
か
を
斟
酌
し
、
従
来
ど
お
り
督
撫
に
よ
り
奏
文
・
咨
文

を
具
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
り
、
諮
議
局
が
口
を
挟
む
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
諮
議
局
の
審
議
に
ま
わ
す
必
要
は
な
い
。
も
し
間
違
い
な
く
純

粋
に
地
方
行
政
に
属
し
、
国
家
に
関
わ
ら
な
い
も
の
に
お
い
て
、
興
革

案
」
で
は
な
い
が
「
問
題
」
と
し
て
討
論
さ
れ
た
も
の
も
含
む
）
自
治
・

教
育
に
関
す
る
案
件
も
多
数
あ
る
が
、
財
政
改
革
・
財
政
項
目
の
名
称

が
タ
イ
ト
ル
に
入
っ
た
議
案
は
三
六
件
確
認
さ
れ
、
主
要
な
議
事
案
件

で
あ
っ
た（

21
（

。
各
議
題
全
て
の
討
論
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
余
裕
は
な

い
が
、
督
撫
提
出
の
議
案
に
も
活
発
に
修
正
案
な
ど
が
出
さ
れ
、
か
な

り
具
体
的
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
江
蘇
省
諮
議
局
の
第
一
回
常
会
に
お

い
て
は
、
比
較
的
順
調
に
議
事
は
進
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
議
事
以
外
に
、
諮
議
局
の
財
政
整
理
に
関
連
す
る
記
事
を
一

つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

「
江
蘇
諮
議
局
は
、
議
員
の
穆
湘
瑤
ら
を
各
衙
門
・
局
所
に
派
遣
し
、

財
政
の
各
項
目
事
宜
に
つ
い
て
調
査
を
行
わ
せ
た
。
江
蘇
巡
撫
瑞
澂
の

批
文
を
受
け
取
っ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
牘
文

が
送
ら
れ
て
き
て
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
各
項
案
巻
は
み
な
提
議
の
範
囲

内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
さ
に
議
員
が
調
査
し
た
結
果
に
従

い
、
請
う
と
こ
ろ
の
と
お
り
に
せ
よ
。
光
緒
三
四
年
の
『
忙
漕
歳
出
入

清
冊
』
は
、
州
県
で
ま
だ
造
冊
し
て
送
っ
て
き
て
い
な
い
し
、
本
年
の

春
季
報
告
冊
も
、
清
理
財
政
局
が
今
ま
さ
に
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ま
だ
編
纂
が
完
了
し
て
い
な
い
。
こ
の
二
つ
は
、
や
や
遅
れ
る
が
、
脱

稿
を
待
っ
て
詳
文
・
咨
文
を
送
っ
て
査
閲
を
行
わ
せ
る（

21
（

。」

こ
れ
は
、
第
一
回
常
会
会
期
中
の
こ
と
で
あ
る
が
、
清
理
財
政
局
に
も

似
た
よ
う
な
形
で
議
紳
と
い
う
ポ
ス
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
た（

22
（

。
穆
湘
瑤

ら
が
こ
の
清
理
財
政
局
の
議
紳
で
あ
っ
た
か
は
確
定
し
が
た
い
が
、
諮

議
局
議
員
が
、
省
財
政
監
察
の
役
割
を
担
い
始
め
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
議
員
が
省
財
政
に
対
す
る
監
察
能
力
を



2（0

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
諮
議
局
の
権
限
を
、
狭
い
地
方
行
政
事
務
の

範
囲
に
封
じ
込
め
て
お
こ
う
と
い
う
一
方
で
、
諮
議
局
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
海
軍
捐
の
導
入
も
困
難
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
し
た
状
況
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
国
家
行
政
経
費
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
各
省
に
お
い

て
調
達
し
て
い
る
の
は
督
撫
と
、
新
設
の
財
政
諸
機
関
の
運
営
に
協
力

す
る
紳
士
層
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
行
政
と
地
方
行
政
の
境
界
が

曖
昧
で
あ
る
実
態
と
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
っ
た
。
資
政
院
が

い
ず
れ
全
国
の
民
意
代
表
の
場
に
な
る
と
は
い
っ
て
も
、
各
省
諮
議
局

か
ら
同
意
を
得
る
こ
と
の
必
要
性
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

諮
議
局
の
権
限
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
抗
し
て
、
国
会
の

開
設
を
急
ご
う
と
い
う
動
き
が
再
燃
し
た
。
光
緒
三
四
（
一
九
〇
八
）

年
以
降
、
国
会
請
願
運
動
は
沈
静
化
し
て
い
た
が
、
諮
議
局
開
会
前
後

か
ら
、
再
び
組
織
的
な
申
請
運
動
へ
の
徴
候
が
現
れ
て
き
た
。
諮
議
局

開
局
の
直
前
に
、
江
蘇
省
（
南
京
）
で
は
張
謇
ら
が
中
心
と
な
っ
て
議

員
を
招
き
、
各
省
連
合
の
上
で
国
会
の
早
期
開
会
と
、
責
任
内
閣
制
の

導
入
を
請
願
し
よ
う
と
い
う
演
説
を
行
っ
た（

21
（

。
こ
の
動
き
は
、
諮
議
局

会
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
資
政
院
民
選
議
員
選
挙
の
時
期
と
重

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
だ
ち
に
具
体
的
な
全
国
的
な
活
動
が

起
こ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
諮
議
局
閉
会
時
期
頃
か

ら
様
子
が
変
わ
っ
て
く
る
。

　

資
政
院
議
員
選
挙
は
、
お
お
よ
そ
各
省
と
も
一
〇
月
の
諮
議
局
常
会

会
期
末
か
ら
会
期
後
に
か
け
て
行
わ
れ
た（

21
（

。
そ
し
て
資
政
院
は
宣
統
二

（
一
九
一
〇
）
年
に
開
会
と
定
め
ら
れ
た
が
、
宣
統
三
年
あ
た
り
に
は

国
会
の
開
設
を
行
う
べ
き
だ
と
す
る
主
張
が
、
諮
議
局
閉
会
時
期
頃
か

（
新
設
と
改
良
事
項
）
を
要
す
る
も
の
が
有
れ
ば
、
諮
議
局
の
審
議
に

ま
わ
し
、
そ
の
の
ち
督
撫
が
適
切
か
否
か
裁
定
し
、
奏
文
・
咨
文
を
具

し
て
処
理
す
る
よ
う
に
。
督
撫
の
判
断
で
、
諮
議
局
提
議
の
案
件
に
越

権
の
所
が
有
れ
ば
、
勧
告
を
行
う
よ
う
に
。
勧
告
を
受
け
入
れ
な
け
れ

ば
、
章
程
第
四
七
条
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
よ
う
に
。（
当
該
条
項
で

は
諮
議
局
の
停
会
が
定
め
ら
れ
て
い
る（

22
（

。）」

　

諮
議
局
は
国
家
行
政
に
関
与
で
き
ず
、
ま
た
国
家
行
政
と
地
方
行
政

の
区
分
は
、
督
撫
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
諮
議

局
の
権
限
は
、
極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
に
な
り
う
る
。
督
撫
は
、
各

省
に
お
い
て
、
国
家
行
政
と
地
方
行
政
の
両
者
を
担
当
し
て
い
た
が
、

諮
議
局
か
ら
の
干
渉
を
避
け
る
た
め
に
、
自
ら
が
担
当
す
る
国
家
行
政

の
範
囲
を
広
く
解
釈
す
る
と
い
う
手
段
を
試
み
た
。
諮
議
局
の
権
限
を

め
ぐ
っ
て
、
督
撫
の
方
か
ら
憲
政
編
査
館
に
訴
え
が
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
憲
政
編
査
館
の
方
で
も
積
極
的
に
諮
議
局
で
討
論
さ
れ
た
議
案
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
越
権
の
疑
い
が
あ
る
場

合
は
、
督
撫
に
対
し
て
通
告
が
な
さ
れ
た（

22
（

。

　

憲
政
編
査
館
で
は
、
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
以
降
、
各
省
諮
議
局

に
監
察
員
を
派
遣
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
な
ど（

21
（

、
厳
し
く
諮
議
局
の
議

事
を
監
視
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
一
方
で
は
国
家
経
費
の
調

達
の
た
め
に
も
、
諮
議
局
を
通
し
た
各
省
省
民
の
同
意
の
獲
得
は
必
要

視
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
宣
統
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
資
政
院
預

備
議
案
」
に
お
い
て
は
、
海
軍
経
費
捻
出
に
つ
い
て
諮
議
局
へ
の
協
力

を
求
め
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る（

21
（

。
海
軍
経
費
は
本
来
的
に
は
国

家
経
費
で
あ
り
、
諮
議
局
が
関
与
す
る
こ
と
は
越
権
行
為
と
見
な
さ
れ



　清末諮議局の予算審議と官紳対立（土居）

2（（

づ
け
を
意
識
し
は
じ
め
、
そ
れ
ま
で
の
官
紳
関
係
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
。

諮
議
局
の
議
員
た
ち
に
は
、
自
ら
が
国
運
を
担
う
主
体
者
で
あ
る
と
い

う
意
識
が
高
ま
り
、
国
家
を
積
極
的
に
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を

見
せ
る
も
の
も
あ
っ
た（

1（
（

。
し
か
し
、
こ
の
紳
士
層
の
積
極
性
は
、
ひ
と

た
び
官
紳
間
に
不
信
感
が
生
じ
れ
ば
、
清
朝
に
と
っ
て
危
険
な
動
き
に

な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　

宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
は
各
省
の
予
算
・
決
算
を
試
辦
す
る
年
と

さ
れ
て
お
り
、
諮
議
局
で
も
予
算
の
審
議
が
大
き
な
課
題
に
な
る
と
考

え
ら
れ
た
。
こ
の
年
に
進
め
ら
れ
た
宣
統
三
年
試
辦
予
算
作
成
に
つ
い

て
は
、
既
に
清
理
財
政
局
の
活
動
を
中
心
に
し
て
、
か
な
り
詳
細
な
過

程
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が（

12
（

、
こ
こ
で
は
諮
議
局
が
こ
の
予
算
決
定

過
程
に
、ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
。
こ
の
過
程
で
、

官
紳
対
立
も
露
わ
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
状
況
を

検
討
し
た
い
。

　

上
海
で
談
話
会
を
開
い
て
い
た
国
会
請
願
代
表
団
は
、
北
京
に
そ
の

活
動
の
場
を
移
し
、
宣
統
元
年
一
一
月
一
九
日
、
請
願
速
開
国
会
同
志

会
を
組
織
し
、
全
国
的
な
運
動
を
開
始
し
た（

12
（

。
宣
統
二
年
は
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
開
け
た
が
、
請
願
運
動
を
通
し
て
現
れ
た
紳
士
層
の
権

利
意
識
の
高
ま
り
は
、
諮
議
局
の
活
動
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　

紳
士
層
の
権
利
意
識
の
高
ま
り
と
の
関
係
で
、
こ
こ
で
具
体
的
に
注

目
さ
れ
は
じ
め
た
の
が
予
算
審
議
権
で
あ
る
。
審
議
に
先
立
っ
て
予
算

案
を
作
成
す
る
の
は
、
省
政
府
の
役
目
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
布
政
使

（
度
支
使
）
が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に

は
清
理
財
政
局
が
収
支
款
目
の
整
理
を
行
い
、
予
算
案
の
決
定
も
左
右

ら
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
諮
議
局
の
活
動
や
権
限
に
加
え

ら
れ
た
制
限
に
よ
り
、
次
第
に
不
満
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
こ
と
と
も

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
江
蘇
の
憲
政
研
究
会
が
各
省
に
国
会
早
期

開
設
を
呼
び
か
け
て
以
来
、
各
省
で
は
確
実
に
請
願
に
向
け
て
の
世
論

が
高
ま
っ
て
い
た
。
憲
政
研
究
会
は
、
一
〇
月
頃
か
ら
各
省
に
盛
ん
に

人
員
を
送
り
込
み
始
め
た
。
例
え
ば
江
蘇
省
諮
議
局
議
員
の
楊
某
は
天

津
に
赴
き
、
国
会
の
早
期
開
設
を
呼
び
か
け
、
憲
政
研
究
会
会
員
の
王

法
勤
も
山
西
に
赴
い
て
運
動
を
進
め
た（

21
（

。
山
西
諮
議
局
で
は
さ
ら
に
張

士
秀
を
陝
西
・
甘
粛
・
新
疆
に
送
り
込
ん
だ（

12
（

。
こ
の
よ
う
に
運
動
は
全

国
に
広
ま
る
兆
し
を
見
せ
、
各
省
は
そ
れ
ぞ
れ
三
名
ず
つ
代
表
を
選
ん

で
江
蘇
に
送
り
込
ん
だ
。
集
会
は
上
海
で
行
わ
れ
、
宣
統
元
年
一
一
月

一
五
日
に
一
六
省
の
代
表
に
よ
る
大
会
が
開
か
れ
、
請
願
文
を
定
め
、

宣
統
二
年
の
年
頭
に
は
入
京
す
る
計
画
が
定
め
ら
れ
た（

1（
（

。
第
一
回
常
会

の
際
に
は
、
全
般
的
に
は
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
以
降
ほ
ど
の
深
刻

な
対
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
不
満
の
マ
グ
マ
は
、
国
会
請
願

運
動
を
突
き
動
か
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
諮
議
局
の

第
一
回
常
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

Ⅲ　

諮
議
局
開
設
二
年
目

（
１
）　

諮
議
局
第
二
回
常
会
お
よ
び
財
政
報
告
開
示
要
求

　

こ
こ
ま
で
諮
議
局
の
設
立
と
そ
れ
を
通
し
た
紳
士
層
の
財
政
へ
の
関

与
を
考
察
す
る
と
同
時
に
、
国
会
請
願
運
動
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
官

紳
関
係
の
緊
張
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
紳
士
層
は
官
側
と
対
等
な
位
置
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を
審
査
さ
せ
て
い
い
の
か
、
督
撫
の
方
で
も
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
諮
議
局
の
第
二
回
常
会
開
会
直
前
に
な
っ
て
も
、
両
江
総
督

と
憲
政
編
査
館
の
間
で
、以
下
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
憲
政
編
査
館
は
、
両
江
総
督
張
人
駿
の
電
文
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、（
江
蘇
省
で
は
）
光
緒
三
四
年
九
月
一
〇
日
に
咨
文
を
受

け
取
っ
た
と
こ
ろ
、
本
年
各
省
は
調
査
し
て
確
実
に
予
算
案
を
作
成
し

て
諮
議
局
に
提
出
し
、
予
算
事
項
を
議
決
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
各

省
の
地
方
行
政
費
の
こ
と
の
み
に
限
る
べ
し
と
あ
っ
た
。
し
か
し
国
家

税
・
地
方
税
章
程
は
ま
だ
制
定
・
頒
布
さ
れ
て
お
ら
ず
、
混
合
未
分
の

時
に
あ
た
っ
て
お
り
、
予
算
の
権
限
は
非
常
に
確
定
し
が
た
い
。
そ
こ

で
、
一
体
ど
の
よ
う
に
辦
理
し
た
ら
い
い
の
か
、
憲
政
館
の
指
示
を
仰

ぐ
と
あ
っ
た
と
い
う
。

憲
政
館
で
は
、
電
文
を
受
け
取
っ
た
後
、
江
蘇
省
の
予
算
事
項
に
つ
い

て
、
清
理
財
政
章
程
二
〇
条
に
照
ら
し
て
検
討
し
た
が
、
各
省
予
算
報

告
冊
内
の
款
項
で
地
方
行
政
経
費
に
属
す
る
も
の
は
、
度
支
部
か
ら
督

撫
に
送
り
、
そ
こ
か
ら
諮
議
局
に
ま
わ
し
て
議
決
し
、
さ
ら
に
度
支
部

が
そ
の
議
決
を
上
奏
し
た
後
、
実
行
に
う
つ
す
べ
き
で
あ
る（

12
（

。」

「
国
地
劃
分
」（
国
税
と
地
方
税
の
分
離
）
が
で
き
て
い
な
い
段
階
で
は
、

予
算
案
が
作
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ど
の
部
分
を
諮
議
局
の
審
議
に
ま

わ
す
べ
き
な
の
か
が
判
断
で
き
な
い
。
憲
政
編
査
館
の
見
解
で
は
、
各

事
項
に
つ
い
て
地
方
行
政
事
務
か
否
か
判
断
し
て
督
撫
に
予
算
案
を
送

る
の
は
、
度
支
部
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

八
月
に
入
っ
て
、
送
ら
れ
て
き
た
「
預
算
冊
」
を
検
討
し
て
い
た
度

支
部
と
各
省
の
間
で
、
意
見
の
対
立
が
起
こ
っ
た
。
度
支
部
は
、
本
来

し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
手
続
き
的
に
は
、
予
算
案
の
上
奏
や
諮
議
局
へ

の
諮
問
は
、
督
撫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

各
省
で
の
予
算
審
議
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
、
湖
北
省
諮
議
局
か

ら
は
、
早
く
も
一
月
に
は
総
督
に
対
し
て
、
省
の
歳
入
・
歳
出
を
開
示

す
る
要
求
が
な
さ
れ
た（

11
（

。
一
月
時
点
で
は
、
ま
だ
試
辦
予
算
案
も
全
く

形
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
清
理
財
政
局
が
調
査
し
た
前
年
ま
で

の
各
衙
門
局
所
の
歳
入
・
歳
出
報
告
を
諮
議
局
に
送
り
、
そ
こ
か
ら
省

内
の
紳
士
・
庶
民
に
宣
布
し
、
あ
わ
せ
て
各
州
県
の
歳
入
・
歳
出
も
官

報
に
掲
載
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
ま
た
他
省
で
は
、
各
州
県
の
紳

士
層
か
ら
諮
議
局
に
対
し
て
、
官
吏
の
浮
収
（
定
額
以
上
の
徴
収
）
を

糾
弾
す
る
陳
情
も
出
始
め
た（

11
（

。

　

さ
て
予
算
審
議
の
準
備
で
あ
る
が
、
宣
統
二
年
に
入
っ
て
か
ら
清
理

財
政
局
が
中
心
と
な
っ
て
予
算
表
冊
を
作
成
し
、
九
月
の
資
政
院
・
諮

議
局
に
お
け
る
審
議
に
間
に
合
う
よ
う
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
京

師
の
各
衙
門
と
各
省
は
宣
統
三
年
試
辦
予
算
を
五
月
中
に
奏
報
し
、
四

川
・
雲
南
・
貴
州
・
甘
粛
・
新
疆
な
ど
の
遠
隔
の
省
は
六
月
一
五
日
ま

で
に
奏
報
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
期
限
に
間
に
合
わ
な
い

省
や
、
奏
報
し
て
も
章
程
で
定
め
ら
れ
た
様
式
に
合
致
し
な
い
ケ
ー
ス

が
多
く
、
度
支
部
の
方
で
も
焦
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

11
（

。
ま
た
、
奏
報

を
受
け
て
も
、
ど
の
省
も
赤
字
が
相
当
な
額
に
上
り
、
度
支
部
は
対
応

に
苦
慮
し
た（

11
（

。
度
支
部
内
で
は
、
い
っ
そ
予
算
案
提
出
を
断
念
し
よ
う

と
主
張
す
る
も
の
と
、
不
完
全
で
あ
っ
て
も
審
議
の
た
め
に
提
出
し
、

極
力
財
政
収
支
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
意
見
が
分
か
れ
た（

11
（

。

　

予
算
案
の
作
成
も
遅
れ
て
い
た
が
、
諮
議
局
に
予
算
案
の
ど
の
部
分
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と
こ
ろ
が
資
政
院
の
方
で
は
、
開
院
を
目
前
に
し
て
総
裁
・
協
理
ら

が
予
算
案
提
出
に
反
対
の
意
を
示
し
た
。
議
事
が
混
乱
す
る
た
め
、
収

支
総
数
の
報
告
の
み
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る（

11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、

各
官
庁
代
表
の
議
員
は
賛
成
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
選
議
員
の
賛

意
は
得
ら
れ
ず
、
最
大
の
争
点
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
の
中
、
度
支
部
・
清
理
財
政
処
で
は
人
員
を
連
日
午
前
八

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
予
算
案
の
作
成
に
従
事
さ
せ
て
い
た
の
に
、

一
〇
時
ま
で
の
夜
班
を
加
え
て
作
業
を
急
が
せ
た
と
い
う（

11
（

。
そ
の
後
、

各
部
院
や
憲
政
編
査
館
の
賛
同
を
得
る
と
い
う
手
順
を
経
て
、
予
算
案

を
提
出
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た（

11
（

。
予
算
案
に
相
当
す
る
「
全
国
預
算

表
」
は
、
八
月
末
に
完
成
し
、
上
奏
お
よ
び
資
政
院
へ
の
提
出
が
可
能

な
状
態
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た（

11
（

。
し
か
し
、
こ
の
八
月
末
の
予
算
案
は
、

全
省
の
赤
字
総
額
は
五
千
万
両
を
こ
え
る
と
い
う
見
積
も
り
で（

11
（

、
す
ん

な
り
議
会
に
提
出
さ
れ
る
運
び
に
な
ら
ず
、
小
出
し
に
収
支
項
目
の
み

提
示
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
緊
張
の
火
種
に
な
っ
た
の
は
、
後
で
見
る
と

お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
支
部
が
予
算
案
提
出
に
対
し
て
積
極
的
で

あ
っ
た
の
は
、
こ
の
赤
字
を
埋
め
る
た
め
の
酒
税
・
営
業
税
・
所
得
税

な
ど
の
新
税
導
入
に
あ
た
っ
て
民
意
の
承
諾
を
と
ろ
う
と
い
う
意
図
も

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

12
（

。

（
２
）　

諮
議
局
第
二
回
常
会
と
地
方
予
算
審
議

　

宣
統
二
年
九
月
一
日
は
、
資
政
院
開
会
の
日
で
あ
り
、
諮
議
局
第
二

回
常
会
の
開
会
日
で
も
あ
っ
た
。
諮
議
局
第
二
回
常
会
は
、
広
西
省
と

浙
江
省
で
開
始
当
初
か
ら
、
と
く
に
激
し
い
官
紳
対
立
が
生
じ
た
。
な

七
月
二
七
日
に
は
予
算
案
を
ま
と
め
て
一
旦
上
奏
す
る
つ
も
り
に
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
軍
機
処
か
ら
の
指
示
で
上
奏
を
見
合
わ
せ
た
。
そ

の
理
由
は
、
や
は
り
各
省
か
ら
度
支
部
の
経
費
削
減
要
求
が
厳
し
い
と

訴
え
る
上
奏
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

1（
（

。

各
省
（
督
撫
）
は
、「
も
し
度
支
部
の
要
求
通
り
支
出
予
算
を
削
減
す

れ
ば
、
何
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
、
度
支
部

に
再
度
検
討
を
う
な
が
す
上
奏
を
し
て
き
て
い
た
の
で
あ
っ
た（

1（
（

。
そ
こ

で
、
軍
機
処
の
方
で
は
監
国
摂
政
王
の
面
諭
を
受
け
て
、
度
支
部
尚
書

の
載
澤
と
打
開
策
を
討
論
し
た
。
議
論
は
七
月
二
六
～
二
八
日
の
三
日

に
及
ん
だ
が
埒
が
あ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
度
支
部
の
方
で
は
つ
い
に

各
省
清
理
財
政
局
の
監
理
官
を
上
京
さ
せ
、
詳
し
く
予
算
調
整
の
こ
と

に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

12
（

。
予
算
案
提
出
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
八
月
中
旬
に
入
っ
て
か
ら
、
や
は
り
予
算
審
議
を
予
定
通
り
行
お

う
と
い
う
意
見
が
優
勢
に
な
っ
て
き
た
。
も
と
も
と
度
支
部
内
で
は
、

尚
書
・
侍
郎
と
い
っ
た
長
官
・
次
官
ク
ラ
ス
は
提
出
す
る
意
見
に
傾
い

て
い
た
よ
う
だ
が
、
と
く
に
左
侍
郎
の
紹
英
が
強
く
予
算
案
提
出
を
主

張
し
た
。

「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
紹
侍
郎
の
意
図
は
、
資
政
院
開
院
後
に
、

議
員
か
ら
予
算
案
提
出
を
求
め
ら
れ
る
と
、
度
支
部
の
体
面
が
傷
つ
く

の
で
、速
や
か
に
予
算
案
を
準
備
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

度
支
部
の
官
員
達
で
こ
の
意
見
に
反
対
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た（

12
（

。」

体
面
優
先
で
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
感
も
あ
る
が
、
こ
れ

で
予
算
案
を
準
備
す
る
と
い
う
度
支
部
の
方
針
は
固
ま
っ
た
。
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と
め
て
各
省
に
送
っ
た
が
、
こ
れ
は
予
算
案
と
し
て
は
不
完
全
で
、
行

政
費
の
み
が
記
さ
れ
て
歳
入
部
分
を
欠
き
、
さ
ら
に
諮
議
局
に
提
出
さ

れ
た
冊
籍
も
審
議
の
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
参
考
に
供
す
る
と
い

う
形
式
が
と
ら
れ
て
い
た
た
め
、
特
に
湖
北
省
諮
議
局
が
各
省
諮
議
局

に
電
文
を
打
ち
、
共
同
し
て
抗
議
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た（

11
（

。
こ
れ
に
よ

り
各
省
諮
議
局
は
相
互
に
連
絡
を
取
り
、
歳
入
資
料
の
提
出
を
要
求
し

始
め
た
。
福
建
・
河
南
の
二
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、

審
議
拒
否
な
ど
の
手
段
に
で
た
が
、
江
蘇
省
諮
議
局
は
議
事
停
止
に
呼

応
す
る
の
は
避
け
、
冷
静
な
対
処
を
続
け
た（

11
（

。
ま
た
、
福
建
・
湖
南
・

江
西
の
諮
議
局
か
ら
は
、
資
政
院
に
向
け
て
、
予
算
案
提
出
を
促
す
よ

う
電
文
が
打
た
れ
た（

11
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
護
理
広
西
巡
撫
の
魏

景
桐
が
憲
政
編
査
館
・
資
政
院
に
予
算
案
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
督
撫

た
ち
の
中
に
も
同
調
す
る
も
の
が
現
れ
た（

11
（

。
そ
の
他
、
予
算
審
議
関
連

以
外
の
問
題
を
原
因
と
す
る
審
議
拒
否
や
辞
職
騒
動
も
含
め
れ
ば
、
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
に
第
二
回
常
会
は
混
乱
し
た
。

　

九
月
二
四
日
に
な
っ
て
予
算
案
が
資
政
院
に
提
出
さ
れ
、
各
省
に
も

予
算
案
全
冊
が
送
ら
れ
、
よ
う
や
く
事
態
打
開
の
動
き
が
見
え
た
。
湖

北
省
諮
議
局
は
二
二
日
か
ら
停
会
を
決
め
て
い
た
が
、
二
四
日
か
ら
審

議
再
開
に
応
じ
た（

12
（

。
浙
江
省
諮
議
局
は
、
九
月
初
め
か
ら
、
審
議
拒
否

と
、
巡
撫
側
か
ら
の
停
会
処
分
が
相
互
に
繰
り
返
さ
れ
、
ま
っ
た
く
機

能
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
憲
政
編
査
館
が
巡
撫
増
韞
の
行
き
過

ぎ
た
権
限
行
使
を
注
意
し
、
一
〇
月
四
日
に
よ
う
や
く
審
議
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

1（
（

。
し
か
し
、
一
ヶ
月
以
上
に
及
ぶ
審
議
停
止
は
、

議
事
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
浙
江
省
諮
議
局
は
一
〇
月
二
一

か
で
も
広
西
省
で
は
、
開
会
後
す
ぐ
に
諮
議
局
議
員
全
体
が
辞
職
す
る

と
い
う
事
態
に
至
っ
た（

1（
（

。
辞
職
表
明
の
原
因
は
、
禁
烟
案
（
ア
ヘ
ン
販

売
禁
止
案
）
実
施
が
引
き
延
ば
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
広
西

諮
議
局
で
生
じ
た
事
態
は
、
二
日
に
は
各
省
に
電
文
で
伝
え
ら
れ
、
各

省
が
連
合
し
て
抵
抗
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
激
し
い
呼
び
か
け
が
な
さ

れ
た（

1（
（

。

　

浙
江
で
も
、
常
会
開
会
前
か
ら
鉄
道
案
件
に
つ
い
て
巡
撫
と
諮
議
局

の
間
に
軋
轢
が
生
じ
て
い
た
の
だ
が
、
常
会
開
会
後
に
、
諮
議
局
側
は

浙
江
巡
撫
側
に
鉄
道
案
件
の
審
議
と
予
算
審
議
を
強
く
求
め
、
認
め
ら

れ
な
い
な
ら
ば
、
即
時
に
議
事
を
停
止
し
て
解
散
す
る
と
し
て
強
硬
な

態
度
に
で
た（

12
（

。
こ
の
第
二
回
常
会
は
、
全
国
の
諮
議
局
聯
合
会
と
い
っ

た
組
織
を
通
し
て
、
第
一
次
常
会
時
期
よ
り
も
更
に
各
諮
議
局
の
連
帯

が
進
ん
で
い
た
の
で
、
一
省
の
諮
議
局
で
の
辞
職
事
件
の
影
響
が
、
一

気
に
全
国
に
波
及
す
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。
浙
江
省
か
ら
全
国

に
向
け
て
、
督
撫
が
予
算
審
議
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
各
省
の
諮
議
局

が
連
合
し
て
審
議
を
停
止
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
り
、
広
東
省
か
ら
は

外
債
拒
否
の
た
め
に
各
省
足
並
み
を
揃
え
る
よ
う
呼
び
か
け
た
り
し

た（
12
（

。
広
西
省
諮
議
局
の
方
は
、
資
政
院
が
巡
撫
側
の
違
法
性
を
認
め
て

懲
戒
を
求
め
る
上
奏
を
行
っ
た
た
め
に
、
事
態
は
沈
静
化
の
方
向
に
向

か
っ
た
が
（
広
西
巡
撫
張
鳴
岐
は
転
出
）、
全
国
に
広
が
っ
た
予
算
案

の
審
議
要
求
の
動
き
は
止
ま
ら
な
か
っ
た（

11
（

。
浙
江
の
方
は
予
算
案
審
議

と
鉄
道
問
題
も
絡
ん
で
、
一
〇
月
四
日
ま
で
開
会
で
き
な
い
状
態
に
陥

る
が
、
ま
ず
は
全
国
的
な
予
算
案
審
議
要
求
の
動
き
を
見
て
み
よ
う
。

　

事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
度
支
部
は
、
地
方
行
政
費
の
冊
巻
を
ま
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権
限
に
属
す
る
こ
と
と
な
る（

11
（

。」

　

多
く
の
省
は
臨
時
会
の
開
会
を
求
め
た
が
、
湖
北
省
の
よ
う
に
す
ぐ

に
は
許
可
が
お
り
な
か
っ
た
省
も
あ
る（

11
（

。
最
終
的
に
湖
北
省
で
は
、
臨

時
会
開
会
の
日
程
は
一
二
月
一
日
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た（

11
（

。
湖
広

総
督
側
が
臨
時
会
の
開
会
を
先
延
ば
し
に
し
た
理
由
は
、
予
算
案
に
多

く
の
誤
り
が
あ
り
、
総
督
が
清
理
財
政
局
に
再
度
修
正
を
行
う
よ
う
作

業
を
督
促
し
、
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
あ
っ
た（

11
（

。
ま
た
、
湖
広
総
督
側

で
は
、
臨
時
会
が
開
か
れ
る
ま
で
の
間
、
行
政
経
費
を
二
四
〇
万
両
削

減
し
た
と
い
う（

11
（

。
臨
時
会
開
会
後
の
予
算
審
議
は
、
諮
議
局
と
布
政
使

は
じ
め
官
側
と
も
に
双
方
協
力
的
な
態
度
で
進
め
ら
れ
、
一
時
は
「
こ

の
よ
う
な
協
力
的
な
状
況
な
ら
、
予
算
議
決
も
必
ず
や
う
ま
く
い
く
で

あ
ろ
う
」
と
見
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た（

12
（

。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
協
調
的
な
状
態
は
長
く
続
か
ず
、
諮
議
局
側
か

ら
、
官
業
支
出
に
削
減
要
求
が
出
さ
れ
た（

1（
（

。
そ
の
一
方
で
、
湖
広
総
督

か
ら
は
追
加
予
算
を
求
め
る
要
求
が
度
支
部
に
向
け
て
出
さ
れ
た（

1（
（

。
各

衙
門
・
局
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
追
加
予
算
要
求
を
と
り
ま
と
め
た
の

は
清
理
財
政
局
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
追
加
で
支
出
を
要
す
る
も

の
は
三
七
〇
万
両
以
上
に
上
る
と
さ
れ
た（

12
（

。
諮
議
局
が
支
出
削
減
を
要

求
し
た
も
の
は
、
実
業
・
教
育
・
民
政
に
か
か
わ
る
も
の
に
限
ら
れ
、

一
方
総
督
が
追
加
支
出
を
度
支
部
に
求
め
た
の
は
軍
事
や
公
債
償
還
に

か
か
わ
る
項
目
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
審
議
前
の
状
況
と
比
較
し
て
、
湖
北
省
諮
議
局
の
対
応
は
、

か
な
り
お
と
な
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、

督
撫
側
が
上
手
く
諮
議
局
の
動
き
を
お
さ
え
た
結
果
な
の
か
、
そ
れ
と

日
に
閉
会
し
た
が
、
当
然
の
事
な
が
ら
審
議
未
了
の
議
案
が
あ
ま
り
に

も
多
く
、
予
算
審
議
も
為
し
得
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
臨
時
会
を
開
く
こ

と
が
議
決
さ
れ
、
一
〇
月
中
に
主
に
予
算
審
議
を
主
目
的
と
し
た
臨
時

会
が
開
か
れ
た（

1（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
諮
議
局
に
予
算
案
を
審
議
さ
せ
る
場
合
、
ど
う
し
て
も

問
題
に
な
っ
て
く
る
の
が
「
国
地
劃
分
」
で
あ
る
。「
国
地
劃
分
」
が

行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
諮
議
局
の
審
議
権
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
の
か
確

定
の
し
よ
う
が
な
い
の
だ
が
、
支
出
部
分
の
み
を
国
家
経
費
・
地
方
経

費
と
分
け
、審
議
の
範
囲
を
暫
定
的
に
定
め
て
対
応
し
た（

12
（

。
こ
れ
で
は
、

実
質
的
に
十
分
な
予
算
審
議
を
行
え
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
現
状
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
か
っ
た（

12
（

。
資
政
院
か
ら
諮

議
局
に
あ
て
た
電
文
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
指
示
が
見
ら
れ
る
。

「
一
、
各
省
諮
議
局
は
、
歳
入
を
議
決
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

現
状
を
見
る
に
、
現
在
国
家
税
と
地
方
税
は
分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
歳
入
冊
に
つ
い
て
は
全
て
資
政
院
の
方
に
議
決
す
る
よ
う
に
送
ら
れ

て
き
て
お
り
、
改
め
て
別
個
に
諮
議
局
に
送
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

二
、
各
省
は
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
を
論
議
せ
ず
歳
出
の
み
を
議
決
す

る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
問
う
て
き
て
い
る
が
、
国

家
財
政
の
不
足
が
全
国
の
予
算
で
も
五
千
万
両
以
上
の
巨
額
に
の
ぼ

り
、
本
院
が
や
っ
と
節
減
し
て
収
支
の
均
衡
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
は
目
が
向
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
各
省
の
歳
入
は
未
だ
劃
分

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
歳
出
を
議
決
し
、
督
撫
が
諮
議
局
に
提
出
し
た

予
算
を
叩
き
台
と
し
、
不
要
不
急
の
項
目
を
後
回
し
に
し
て
余
裕
の
あ

る
項
目
か
ら
余
裕
の
な
い
項
目
に
都
合
を
つ
け
て
や
る
の
が
諮
議
局
の
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項
目
を
合
わ
せ
る
と
数
十
万
両
は
捻
出
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
向

に
沿
っ
て
処
理
す
れ
ば
、
度
支
部
の
指
示
す
る
よ
う
な
収
支
要
求
に
か

な
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
諮
議
局
が
予
算
の
増
減
に
つ

い
て
審
議
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
い
く
つ
か
の
捐
款
を
増
加
す
る
こ

と
を
議
決
し
、
こ
れ
は
国
家
税
・
地
方
税
の
収
支
を
補
う
に
適
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
予
備
金
四
三
万
両
以
上
を
生
み
だ
し
、
地
方
の
臨
時

経
費
に
備
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、（
こ

の
案
は
）
資
政
院
に
送
ら
れ
、
参
考
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
と
い
う
が
、

諮
議
局
は
全
く
理
想
論
に
よ
っ
て
お
り
、
根
拠
の
な
い
話
で
、
全
く
承

認
し
が
た
い（

11
（

。」

巡
撫
と
し
て
は
、
各
捐
款
の
導
入
や
経
費
削
減
に
よ
っ
て
数
十
万
両
を

捻
出
し
、
な
ん
と
か
収
支
均
衡
を
保
と
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
諮

議
局
は
独
自
に
捐
款
の
導
入
に
よ
っ
て
数
十
万
両
の
剰
余
が
で
る
案
を

策
定
し
、
こ
れ
が
資
政
院
に
送
ら
れ
た
。
湖
南
巡
撫
は
こ
の
問
題
で
諮

議
局
と
正
面
か
ら
対
決
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
政
務
処
に
問
題
を
持
ち
込

み
、
そ
の
後
ろ
盾
を
得
て
解
決
し
よ
う
と
は
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
巡
撫
側
の
姿
勢
は
、
輿
論
の
批
判
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

「
諮
議
局
が
予
算
を
議
決
し
て
、
不
急
不
要
の
も
の
を
急
用
の
項
目
に

移
し
、
余
剰
の
あ
る
と
こ
ろ
を
削
り
、
無
い
と
こ
ろ
を
補
う
の
は
、
手

続
き
上
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
督
撫
は

増
減
す
べ
き
と
こ
ろ
を
然
り
と
は
せ
ず
、
さ
ら
に
復
議
さ
せ
た
り
、
復

議
さ
せ
て
諮
議
局
が
意
見
を
変
え
な
い
場
合
は
資
政
院
に
咨
文
を
送
っ

て
審
議
さ
せ
、び
く
び
く
し
て
政
務
処
に
支
援
を
求
め
た
り
し
て
い
る
。

湖
南
巡
撫
は
つ
い
に
政
務
処
に
訴
え
る
挙
に
で
た
。
こ
れ
は
政
務
処
の

も
諮
議
局
議
員
側
の
交
渉
の
手
法
が
切
り
替
わ
っ
た
せ
い
な
の
か
、
ど

ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。
広
西
・
福
建
で
は
、
予
算
審
議
開
始
後
、
諮
議
局

は
清
理
財
政
局
や
各
衙
門
・
局
所
と
交
渉
の
上
、
収
支
の
増
減
内
容
を

資
政
院
に
報
告
し
、
中
央
と
地
方
の
議
会
勢
力
の
協
調
の
上
で
官
側
に

も
説
得
力
の
あ
る
審
議
結
果
を
導
き
出
そ
う
と
い
う
形
跡
が
う
か
が
え

る（
12
（

。
国
税
と
地
方
税
が
未
区
分
の
状
態
で
は
、
督
撫
に
「
国
地
」
の
境

界
を
恣
意
的
に
解
釈
さ
れ
、
諮
議
局
の
権
限
が
押
さ
え
込
ま
れ
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
民
選
議
院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
始
め

た
資
政
院
と
の
連
携
に
期
待
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
諮
議
局
が
資
政
院
と
連
携
し
よ
う
と
す
る
動
き

を
、
牽
制
し
よ
う
と
し
た
巡
撫
も
い
た
。
一
一
月
末
か
ら
一
二
月
一
日

頃
に
湖
南
巡
撫
楊
文
鼎
が
政
務
処
に
打
っ
た
電
文
に
、
以
下
の
よ
う
な

内
容
が
見
ら
れ
る
。

「
湖
南
巡
撫
楊
文
鼎
は
、
昨
日
政
務
処
に
打
電
し
た
が
、
内
容
は
お
お

よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
前
に
、
宣
統
三
年
予
算
で
度
支

部
と
の
間
で
増
減
に
つ
い
て
や
り
と
り
を
し
た
一
件
で
あ
る
が
、
今
ま

さ
に
清
理
財
政
局
に
督
促
し
て
、
各
関
連
衙
門
・
局
所
と
協
力
し
、
切

実
に
処
理
さ
せ
た
。
布
政
使
・
各
道
員
の
報
告
に
よ
る
と
、
な
ん
と
か

都
合
を
つ
け
て
度
支
部
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
持
ち
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
し
か
し
思
う
に
、
収
入
を
増
や
す
件
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
確
た
る
見
込
み
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
、
な

お
『
足
を
削
っ
て
履
物
に
合
わ
せ
る
』
よ
う
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
。

項
目
ご
と
に
検
討
を
加
え
、
ま
さ
に
追
加
す
べ
き
も
の
や
遺
漏
が
な
い

か
を
調
べ
、
さ
ら
に
現
在
策
定
さ
れ
て
い
る
米
捐
・
塩
捐
・
房
捐
等
の
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部
は
八
月
二
七
日
に
予
算
案
を
上
奏
し
よ
う
と
し
た
が
、
軍
機
処
・
政

務
処
が
予
算
案
提
出
を
望
ま
ず
、
上
奏
が
遅
れ
た
。
ま
た
軍
機
処
は
極

め
て
簡
略
な
綱
要
の
み
を
資
政
院
に
示
し
て
す
ま
せ
よ
う
と
し
た
の

で
、
資
政
院
議
員
は
こ
れ
を
聞
き
、「
全
国
死
生
問
題
」
と
見
な
し
、

強
硬
に
提
出
を
求
め
よ
う
と
し
た（

11
（

。
載
濤
・
毓
朗
・
載
澤
・
善
耆
ら
の

親
王･

貴
族
、
陸
軍
部
尚
書
廕廕
昌
・
郵
傳
部
尚
書
唐
紹
怡
ら
が
提
出
を

主
張
し
、予
算
審
議
は
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
が
、

事
は
す
ぐ
に
は
動
か
な
か
っ
た（

（11
（

。
九
月
中
旬
以
降
に
な
っ
て
判
明
し
た

予
算
案
未
提
出
の
原
因
は
、
度
支
部
上
奏
の
草
案
が
、
急
い
で
作
成
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
中
央
官
庁
が
本
来
見
積
も
っ
た
予
算
冊
の
数
字

と
の
間
に
大
き
な
齟
齬
が
あ
り
、
資
政
院
に
提
出
し
て
審
議
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う（

（1（
（

。
例
え
ば
陸
海
軍
の
費
用
は
一
千
万

両
近
く
に
及
ぶ
の
に
、
度
支
部
草
案
で
は
数
字
の
書
き
漏
ら
し
が

二
百
万
両
近
く
に
及
び
、
そ
の
修
正
に
更
に
時
間
を
要
す
る
と
見
ら
れ

た（
（10
（

。
予
算
案
提
出
の
際
の
内
幕
に
つ
い
て
は
、不
明
な
部
分
が
多
い
が
、

最
終
的
に
資
政
院
は
九
月
二
四
日
に
予
算
案
を
受
け
取
っ
た（

（10
（

。

　

予
算
案
が
提
出
さ
れ
る
と
、
さ
っ
そ
く
審
議
の
た
め
に
預
算
股
が
開

か
れ
た
。

「
先
月
二
四
日
一
一
時
に
預
算
股
が
開
会
し
、
股
員
三
五
人
が
出
席
し

た
。
股
長
の
劉
澤
煕
が
言
う
に
は
、
予
算
案
は
極
め
て
繁
雑
で
、
別
項

案
件
と
は
異
な
り
辦
事
規
則
と
辦
事
時
間
を
先
に
定
め
る
べ
き
で
あ

る
。
李
文
煕
は
預
算
冊
が
多
す
ぎ
る
が
、
今
後
毎
日
開
会
し
て
股
の
事

務
を
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
い
、
章
宗
元
は
預
算
審
議
が
三
〇
日

と
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、
毎
日
登
院
し
な
け
れ
ば
審
議
は
行
い
き
れ

名
を
借
り
て
諮
議
局
・
資
政
院
を
圧
倒
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い（

11
（

。」

　

ま
た
、福
建
省
で
も
閩
浙
総
督
が
諮
議
局
の
予
算
審
議
を
妨
げ
た
と
、

資
政
院
に
訴
え
が
持
ち
込
ま
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。
福
建
で
は
、
総

督
が
度
支
部
と
の
調
整
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
予
算
審
議

に
必
要
な
冊
籍
を
諮
議
局
に
提
出
す
る
こ
と
を
拒
む
な
ど
、
実
質
的
に

審
議
が
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う（

11
（

。

　

そ
の
他
に
、
予
算
審
議
そ
の
も
の
が
当
該
年
の
宣
統
三
年
に
ず
れ
込

ん
だ
江
蘇
省
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る（

11
（

。
江
蘇
省
で
は
、
諮
議
局
議
決

の
予
算
案
を
、
江
蘇
巡
撫
は
批
准
し
た
も
の
の
、
両
江
総
督
は
批
准
せ

ず
「
駁
還
」
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
宣
統
三
年
二
月
に
臨
時
会
を
開
く

こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
当
該
年
前
に
予
算
を
定
め
て
お
く
と

い
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
督
撫
と
諮
議
局
両
者
の
手
法
を
ま
と
め
る
と
、
督
撫
側

が
、「
国
地
劃
分
」
が
完
全
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
利
用
し
、

諮
議
局
の
予
算
審
議
の
範
囲
を
狭
く
限
定
し
、
そ
の
干
渉
を
押
さ
え
込

も
う
と
し
た
の
に
対
し
、
紳
士
側
は
民
選
議
院
と
し
て
の
資
政
院
を
活

用
す
る
方
向
を
進
ん
だ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
資
政

院
の
予
算
審
議
関
連
の
動
向
に
つ
い
て
も
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
舞
台

は
地
方
か
ら
離
れ
る
が
、
以
下
に
資
政
院
の
予
算
審
議
に
つ
い
て
も
、

お
よ
そ
の
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
３
）　

資
政
院
と
全
国
予
算
審
議

　

こ
こ
で
資
政
院
へ
の
全
国
予
算
案
提
出
状
況
も
見
て
み
よ
う
。
度
支
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を
行
わ
せ
な
い
問
題
を
、
早
期
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
度
支
部
に
早
期
改
善
の
要
求
が
な
さ
れ
た（

（10
（

。

　

問
題
は
、
こ
の
資
政
院
で
審
議
さ
れ
た
後
の
予
算
案
が
、
行
政
側
と

摩
擦
を
残
し
た
ま
ま
、
一
二
月
一
一
日
の
資
政
院
閉
会
後
に
ど
う
処
理

さ
れ
た
か
で
あ
る
。
資
政
院
閉
会
後
に
出
さ
れ
た
、
予
算
案
関
連
の
諭

旨
お
よ
び
面
諭
を
見
て
み
よ
う
。

「
軍
機
処
が
奉
じ
た
摂
政
王
の
諭
。
予
算
案
が
資
政
院
を
通
過
し
た
後
、

行
政
経
費
が
果
た
し
て
実
行
可
能
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
詳
細
に
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
日
、
政
務
処
に
お
い
て
各
大
臣
に
研
究
さ

せ
た（

（10
（

。」

「
摂
政
王
が
軍
機
大
臣
に
面
諭
し
、
各
省
督
撫
に
予
算
案
を
検
査
し
た

状
況
を
電
文
で
知
ら
せ
る
よ
う
命
じ
た（

（（1
（

。」

つ
ま
り
資
政
院
に
よ
る
予
算
の
審
議
結
果
は
、
各
部
大
臣
な
ど
の
行
政

側
に
よ
っ
て
再
度
実
行
可
能
か
ど
う
か
の
検
討
の
余
地
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
指
示
で
あ
る
。
各
省
の
予
算
に
し
て
も
、
単
に
予
算
を
検
査
し

た
状
況
を
報
告
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
報
告
に
留
ま
ら
な

い
反
応
を
招
い
た
。
ま
ず
政
務
処
が
、
宣
統
三
年
試
辦
予
算
は
各
省
で

反
対
の
声
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
実
行
し
が
た
い
と
し
、

明
春
に
直
隷
・
両
江
・
湖
広
・
四
川
の
四
総
督
が
上
京
し
て
協
議
す
る

の
を
待
っ
て
確
定
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た（

（（（
（

。ま
た
同
時
期
に
各
省
で
は
、

直
隷
・
湖
広
・
四
川
・
両
広
の
四
総
督
が
資
政
院
の
予
算
案
を
承
認
し

な
い
と
い
う
意
志
を
示
し
た（

（（0
（

。
各
省
の
督
撫
は
、税
収
の
「
国
地
劃
分
」

が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
予
算
審
議
に
関
し
て
諮
議
局
の
権

限
を
上
手
く
お
さ
え
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
国
税
お
よ
び
国
家
行

な
い
と
言
う
。
ま
た
、度
支
部
が
保
有
す
る
原
冊
は
一
千
部
に
お
よ
ぶ
。

議
長
に
要
請
し
て
、
度
支
部
に
原
冊
を
送
っ
て
こ
さ
せ
な
け
れ
ば
審
議

は
手
を
つ
け
よ
う
が
な
い
と
い
う
議
論
に
な
り
、多
数
の
賛
同
を
得
た
。

そ
れ
か
ら
、
許
鼎
霖
が
出
勤
時
間
を
規
定
し
、
大
会
の
あ
る
日
は
午
前

九
時
か
ら
一
二
時
ま
で
、大
会
の
無
い
日
は
午
後
一
時
か
ら
六
時
と
し
、

多
数
の
賛
同
を
得
た（

（10
（

。」

　

審
議
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
議
会
制
度
が
未
成
熟
な
時
期
に
お
い
て

は
、
議
員
が
直
接
に
膨
大
な
予
算
案
を
、
限
ら
れ
た
人
員
・
日
数
で
審

議
す
る
事
が
求
め
ら
れ
、
現
実
的
に
は
か
な
り
の
困
難
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
ま
ず
資
政
院
の
予
算
案
審
議
で
焦
点
に
な
っ
た
の
は
、
陸
海
軍
経

費
を
中
心
と
す
る
、
中
央
の
衙
門
の
経
費
に
つ
い
て
だ
っ
た
が
、
緑
営

の
解
体
を
進
め
て
地
方
の
教
育
・
実
業
・
警
務
な
ど
の
経
費
捻
出
を
試

み
、
各
省
の
行
政
に
深
く
か
か
わ
る
よ
う
な
案
件
も
積
極
的
に
議
論
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る（

（10
（

。

　

結
局
、
資
政
院
に
よ
る
予
算
審
議
は
、
一
一
月
中
に
ひ
と
ま
ず
終
了

し
た
。
そ
も
そ
も
総
予
算
の
中
で
赤
字
が
五
，四
〇
〇
万
両
と
予
測
さ

れ
た
上
に
、
各
部
・
各
省
か
ら
追
加
予
算
二
，四
〇
〇
万
両
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
資
政
院
預
算
股
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
歳
入
は

さ
ら
に
四
九
四
万
両
が
見
込
ま
れ
る
と
さ
れ
、
歳
出
は
逆
に
五
，

八
九
二
万
両
の
削
減
が
求
め
ら
れ
、
赤
字
は
差
し
引
き
一
，四
一
四
万

両
に
お
さ
え
ら
れ
た（

（10
（

。
こ
の
資
政
院
の
審
査
結
果
に
対
し
て
、
度
支
部

の
載
澤
は
不
満
の
意
を
表
し
、
審
査
後
の
予
算
案
を
連
名
で
上
奏
す
る

こ
と
を
拒
ん
だ（

（10
（

。
地
方
予
算
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
資
政
院
で
も
国
税

と
地
方
税
の
未
区
分
を
理
由
に
、
各
省
に
地
方
税
収
に
つ
い
て
の
審
議
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あ
る
が
、
各
部
・
各
省
の
行
政
側
に
、
資
政
院
案
の
修
正
の
余
地
を
認

め
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
各
官
庁
の
公
費
に
つ
い
て
も
、
度
支
部
が
定

め
た
額
に
も
と
づ
い
て
支
給
す
る
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
で
は
本
当
に

資
政
院
の
予
算
審
議
は
有
効
で
あ
り
う
る
の
か
と
い
う
批
判
的
輿
論
が

起
こ
っ
た
の
も
無
理
は
な
い（

（（0
（

。
各
省
の
督
撫
か
ら
は
、
行
政
費
が
不
足

で
あ
る
と
の
批
判
が
起
こ
り
、
ま
た
諮
議
局
の
方
か
ら
は
、
諮
議
局
予

算
案
は
資
政
院
予
算
案
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
を
変
更
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
議
会
の
効
力
そ
の
も
の
を
無
に
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
批
判
が
あ
り
、
両
者
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
事
態
に
至
っ
た（

（（0
（

。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
宣
統
三
年
一
月
前
後
に
は
、
督
撫
か
ら
の

追
加
予
算
を
要
求
す
る
上
奏
や
咨
文
が
相
次
い
だ（

（（0
（

。
ま
た
、
両
江
総
督

や
浙
江
巡
撫
の
よ
う
に
資
政
院
お
よ
び
諮
議
局
の
議
決
し
た
予
算
案

を
、
非
現
実
的
と
批
判
し
た
り
、
認
め
な
い
と
す
る
も
の
や
、
四
川
総

督
の
よ
う
に
諮
議
局
の
予
算
案
は
あ
く
ま
で
参
考
の
用
に
資
す
る
に
過

ぎ
な
い
と
す
る
も
の
も
お
り
、
各
省
の
紳
士
層
を
相
当
に
刺
激
し
た
よ

う
で
あ
る（

（（0
（

。

　

宣
統
三
年
試
辦
予
算
案
は
、
実
行
可
能
か
危
ぶ
ま
れ
る
状
態
に
陥
っ

て
い
た
が
、
度
支
部
は
、
早
く
も
四
年
試
辦
予
算
案
作
成
に
向
け
て
動

き
出
し
て
い
た
。
宣
統
二
年
一
二
月
二
八
日
に
は
、
各
省
督
撫
に
三
年

試
辦
予
算
案
を
も
と
に
四
年
試
辦
予
算
案
を
作
成
す
る
よ
う
打
電
し
、

予
算
冊
を
二
月
一
五
日
ま
で
に
度
支
部
に
送
る
よ
う
伝
え
た（

（（0
（

。
こ
の
予

算
冊
提
出
期
限
は
、
一
月
中
に
定
め
ら
れ
た
「
試
辦
全
国
預
算
暫
行
章

程
」
で
は
変
更
さ
れ
、
各
省
の
国
家
歳
入
予
算
報
告
冊
・
地
方
歳
入
予

算
報
告
冊
・
比
較
表
を
四
月
一
五
日
ま
で
に
度
支
部
に
、
各
省
文
武
大

政
経
費
の
範
囲
を
広
く
解
釈
し
て
い
た
た
め
に
、
逆
に
資
政
院
か
ら
は

干
渉
を
受
け
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
資
政
院
予
算
案
は
、
各
部
・
各
省
の
官

員
か
ら
強
い
反
発
を
招
い
た
。
し
か
し
唯
一
、
憲
政
編
査
館
の
某
大
臣

が
、
一
旦
議
員
が
定
め
た
予
算
案
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
人
心
を
失
い
、

諸
外
国
の
失
笑
を
か
う
と
し
て
政
務
処
の
大
臣
た
ち
を
説
得
し
、
か
ろ

う
じ
て
年
内
に
上
奏
す
る
運
び
と
な
っ
た（

（（0
（

。
こ
の
上
奏
を
受
け
て
、
宣

統
三
年
の
年
頭
に
降
さ
れ
た
上
諭
は
、以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
宣
統
三
年
歳
入
歳
出
総
預
算
案
は
、
度
支
部
よ
り
擬
定
さ
れ
会
議
政

務
処
に
提
出
さ
れ
た
の
ち
、
該
処
が
各
部
と
検
討
し
た
後
、
上
奏
さ
れ

た
。
こ
の
案
は
資
政
院
に
く
だ
さ
れ
、
章
程
に
従
っ
て
審
議
さ
れ
た
。

該
院
の
奏
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、こ
の
総
予
算
案
は
損
益
を
斟
酌
し
、

会
議
政
務
処
と
共
同
で
上
奏
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
清
単
も
奏
せ
ら
れ
、
諭

旨
に
て
決
裁
す
る
こ
と
を
請
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
あ
る
。
現
在
、
国

家
の
出
費
は
多
く
、
財
力
も
不
足
し
て
い
る
。
該
院
が
審
議
し
た
宣
統

三
年
預
算
草
案
も
、
朕
が
詳
し
く
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
確
か
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
し
確
か
め
て
浮
濫
の
款
（
無
駄

な
項
目
）
が
有
れ
ば
極
力
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。
実
に
差
し
支
え
が
出

て
実
行
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
京
・
外
の
各
衙
門
か
ら
、
必
要

に
し
て
不
足
の
各
款
を
詳
細
表
冊
に
し
て
正
当
な
理
由
を
明
記
し
て
上

奏
し
、
諭
旨
の
降
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
辦
理
せ
よ
。
緑
営
・
防
営
の
裁

汰
に
至
っ
て
は
、
各
省
の
現
在
の
情
勢
に
お
い
て
障
害
が
有
る
か
否
か

を
、
陸
軍
部
に
各
省
督
撫
と
共
同
し
て
、
よ
く
利
害
を
検
討
さ
せ
、
最

善
の
方
法
を
上
奏
せ
し
め
よ（

（（0
（

。」

結
局
、
資
政
院
が
審
議
し
た
予
算
案
は
、
年
内
に
上
奏
さ
れ
た
の
で
は
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月
経
っ
て
も
上
奏
し
な
か
っ
た
の
で
、
諮
議
局
は
予
算
案
を
公
布
す
る

よ
う
総
督
に
要
求
し
た（

（00
（

。
総
督
側
が
こ
れ
を
無
視
し
た
た
め
に
、
諮
議

局
で
は
四
月
三
日
に
協
議
会
を
開
き
、
議
員
全
員
の
辞
職
を
決
定
し

た（
（00
（

。
諮
議
局
の
解
散
は
、
言
論
・
陳
情
の
道
を
途
絶
さ
せ
る
と
し
て
、

省
内
で
も
深
刻
な
事
態
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た（

（00
（

。
早
速
、
地
方
自
治

局
職
員
呉
本
善
が
予
算
維
持
会
を
組
織
し
、
上
海
に
事
務
局
を
設
け
、

省
内
の
有
志
に
督
撫
と
折
衝
さ
せ
、
代
表
を
上
京
さ
せ
る
計
画
を
呼
び

か
け
た（

（00
（

。

　

こ
の
よ
う
に
諮
議
局
の
機
能
が
停
止
し
て
い
る
際
、
両
江
総
督
・
江

蘇
巡
撫
は
、
江
蘇
の
銭
糧
収
入
を
担
保
に
日
本
か
ら
大
規
模
な
借
款
を

計
画
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

（00
（

。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
江
蘇

出
身
の
留
日
学
生
か
ら
諮
議
局
に
書
簡
が
送
ら
れ
、
臨
時
会
を
開
い
て

対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
諮
議
局
は
停
会
中
で
あ
っ

た（
（00
（

。
ま
た
、担
保
に
は
浙
江
の
漕
糧
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

浙
江
省
諮
議
局
か
ら
も
、
江
蘇
省
諮
議
局
に
対
し
て
、
資
政
院
臨
時
会

を
開
い
て
阻
止
す
る
よ
う
協
力
要
請
の
電
文
が
送
ら
れ
、
事
態
は
複
雑

さ
を
増
し
た（

（00
（

。

　

総
督
は
諮
議
局
議
員
辞
職
案
件
に
つ
い
て
、
四
月
七
日
に
軍
機
処
に

電
文
を
送
り
、
軍
機
処
が
代
奏
を
行
っ
た
。
上
奏
文
の
内
容
は
、
予
算

案
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
部
の
常
駐
議
員
が
騒
ぎ
立
て
て
辞
職
し
た
と

報
告
す
る
と
当
時
に
、
当
該
の
予
算
案
件
は
国
家
行
政
に
か
か
わ
る
も

の
で
、
そ
こ
へ
の
干
渉
は
諮
議
局
の
越
権
行
為
で
あ
る
と
訴
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
総
督
の
勧
告
を
諮
議
局
側
が
受
け
入
れ

な
い
な
ら
ば
、
更
に
上
奏
し
て
処
分
を
求
め
る
よ
う
に
と
の
諭
旨
が
く

小
衙
門
・
局
所
の
国
家
歳
入
・
地
方
歳
入
予
算
報
告
冊
・
比
較
表
を
二

月
一
〇
日
ま
で
に
清
理
財
政
局
に
送
る
よ
う
求
め
ら
れ
た（

（01
（

。

Ⅳ　

諮
議
局
開
設
三
年
目

（
１
）
江
蘇
で
の
宣
統
三
年
の
予
算
案
問
題

　

宣
統
三
（
一
九
一
一
）
年
、
宣
統
三
年
試
辦
予
算
の
実
施
と
、
宣
統

四
年
試
辦
予
算
案
の
作
成
を
め
ぐ
り
、
諮
議
局
と
督
撫
の
対
立
は
激
し

さ
を
増
し
た
。
宣
統
三
年
試
辦
予
算
案
に
対
し
て
は
、
直
隷
総
督
が
、

そ
れ
を
非
現
実
的
と
し
て
無
効
に
す
る
よ
う
上
奏
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
江
蘇
・
浙
江
で
は
督
撫
が
頑
強
に
予
算
案
を
承
認
せ
ず
、
諮
議
局

と
対
立
し
た（

（0（
（

。
こ
こ
で
は
特
に
経
済
発
展
地
域
で
あ
る
江
蘇
・
浙
江
に

焦
点
を
あ
て
、
宣
統
三
年
の
予
算
案
を
め
ぐ
る
状
況
を
考
察
し
て
み
た

い
。

　

江
蘇
省
で
は
、
蘇
属
の
予
算
案
は
江
蘇
巡
撫
が
承
認
し
た
が
、
寧
属

（
南
京
周
辺
）
の
予
算
案
を
両
江
総
督
が
承
認
せ
ず
、
宣
統
三
年
二
月

一
日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
再
審
議
と
な
っ
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
宣
統

三
年
試
辦
予
算
と
宣
統
四
年
試
辦
予
算
案
が
議
論
さ
れ
、
前
者
に
つ
い

て
は
再
度
議
決
を
行
い
、
両
江
総
督
は
上
奏
し
て
勅
裁
を
仰
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
両
江
総
督
が
予
算
案
を
承
認
し
な
か
っ
た
理
由

は
、
江
寧
府
教
育
会
の
中
学
堂
と
小
学
堂
経
費
の
削
減
方
法
に
つ
い
て

意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
安
徽
安
徽
教
育
会
の
経
費
を
江
蘇
の
地
方

経
費
か
ら
捻
出
す
る
こ
と
を
江
蘇
省
諮
議
局
が
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
両
江
総
督
の
上
奏
の
期
限
は
二
月
二
五
日
と
さ
れ
た
が
、
一
ヶ
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裁
を
受
け
て
処
理
す
る
意
見
も
出
た
が
、
慶
親
王
は
上
奏
を
せ
ず
に
、

あ
く
ま
で
内
閣
独
自
に
両
江
総
督
・
江
蘇
巡
撫
に
咨
文
を
出
し
、
諮
議

局
議
決
の
予
算
案
を
頒
布
す
る
よ
う
に
指
示
し
た（

（00
（

。
さ
ら
に
六
月
は
じ

め
に
内
閣
は
、
江
蘇
巡
撫
と
諮
議
局
議
員
に
電
文
を
打
ち
、
寧
属
予
算

に
よ
る
辞
職
の
件
は
、
月
内
に
協
議
の
上
で
決
着
を
つ
け
る
よ
う
指
示

し
た（

（00
（

。
こ
の
よ
う
に
内
閣
総
理
大
臣
の
慶
親
王
が
仲
介
に
入
る
こ
と
で

解
決
の
兆
し
が
出
て
き
た
が
、
六
月
内
の
解
決
は
難
し
か
っ
た
。
官
紳

間
の
交
渉
が
、
閏
六
月
に
ま
で
お
よ
ん
だ
事
を
記
す
『
申
報
』
の
記
事

を
見
て
み
よ
う
。

「
江
蘇
諮
議
局
議
員
が
寧
属
予
算
の
た
め
に
辞
職
し
た
一
件
に
つ
い
て
、

政
府
は
江
蘇
巡
撫
に
月
内
に
協
議
の
上
で
決
着
を
つ
け
る
よ
う
命
じ
た

こ
と
は
、先
に
報
道
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
江
蘇
寧
属
の
予
算
問
題
は
、

維
持
会
よ
り
代
表
を
選
ん
で
寧
属
や
蘇
属
に
派
遣
し
、
人
民
の
意
見
を

陳
述
す
る
も
、
未
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
。（
中
略
）
先
月
中
旬
に
、

江
蘇
巡
撫
は
巡
警
道
ら
四
名
を
寧
属
に
派
遣
し
協
議
さ
せ
た
。そ
の
後
、

総
督
は
糧
道
ら
三
名
を
蘇
属
に
派
遣
し
て
返
答
し
、
現
在
詳
細
な
解
決

方
法
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
明
文
化

さ
れ
た
も
の
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い（

（00
（

。」

閏
六
月
に
蘇
属
の
江
蘇
巡
撫
と
寧
属
の
両
江
総
督
の
間
で
協
議
が
続
け

ら
れ
、
交
渉
は
決
し
て
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
七
月
上
旬

に
よ
う
や
く
寧
属
予
算
は
承
認
さ
れ
た（

（01
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
辞
職
し
て

い
た
諮
議
局
議
員
の
復
職
手
続
が
と
ら
れ
た（

（0（
（

。
両
江
総
督
が
妥
協
し
た

直
接
的
理
由
は
不
明
だ
が
、
予
算
維
持
会
を
中
心
と
し
た
輿
論
の
関
心

が
高
ま
り
、
九
月
に
ひ
か
え
て
い
る
諮
議
局
の
第
三
回
常
会
が
目
前
に

だ
さ
れ
た
。
総
督
は
一
二
日
に
、
こ
の
内
容
を
札
文
で
諮
議
局
に
伝
え

た
が
、
こ
れ
は
諮
議
局
側
の
態
度
を
更
に
硬
化
さ
せ
た（

（00
（

。
そ
こ
で
両
江

総
督
張
人
駿
は
、
辞
職
の
意
を
表
す
と
同
時
に
、
慶
親
王
に
も
諮
議
局

の
越
権
行
為
を
訴
え
た（

（01
（

。
諮
議
局
側
で
は
、
諮
議
局
聯
合
会
を
通
し
て

資
政
院
と
憲
政
編
査
館
に
訴
え
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
両
者
は
真
っ
向

か
ら
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（0（
（

。

　

江
蘇
予
算
維
持
会
で
は
、
四
月
二
六
日
に
会
議
を
開
き
、
あ
ら
た
め

て
予
算
原
案
を
公
布
す
る
こ
と
と
、
諮
議
局
を
解
散
し
て
選
挙
を
や
り

な
お
し
、民
意
を
確
認
し
な
お
す
こ
と
が
方
針
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。

こ
の
際
、
代
表
を
派
遣
し
て
督
撫
に
意
見
を
陳
述
す
る
こ
と
と
、
省
内

各
地
に
人
員
を
派
遣
し
て
租
税
支
払
い
拒
否
を
呼
び
か
け
る
こ
と
も
決

め
ら
れ
た（

（00
（

。

　

五
月
に
入
っ
て
、
在
京
の
江
蘇
出
身
官
員
が
江
蘇
会
館
に
お
い
て
大

会
を
開
き
、
諮
議
局
の
紳
士
達
を
懐
柔
す
る
方
策
を
話
し
合
っ
た
。
わ

ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
大
会
を
開
い
た
の
は
、
江
蘇
・
安
徽
で
の
水
害
の

賑
恤
に
在
地
の
紳
士
達
の
協
力
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（00
（

。
さ
ら
に
事
態
打
開
の
た
め
に
、
盛

宣
懐
が
諮
議
局
聯
合
会
に
赴
い
て
解
決
策
を
協
議
し
た
り
、
摂
政
王
が

張
謇
を
召
見
し
て
事
情
を
聴
取
す
る
よ
う
な
措
置
も
は
か
ら
れ
た（

（00
（

。
張

謇
は
そ
の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
て
い
た
慶
親
王
に
謁
見
し
、

親
王
は
事
態
の
解
決
に
向
け
て
の
調
停
に
言
及
し
た（

（00
（

。
ま
た
、
五
月
末

に
江
蘇
選
出
の
資
政
院
議
員
孟
昭
常
も
資
政
院
に
諮
議
局
議
員
辞
職
と

総
督
の
権
限
乱
用
に
つ
い
て
訴
え
、
資
政
院
は
内
閣
に
そ
の
内
容
を
咨

文
で
伝
え
る
こ
と
に
し
た（

（00
（

。
内
閣
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
上
奏
し
て
勅
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議
決
さ
れ
た
予
算
案
を
官
報
に
お
い
て
公
布
す
る
こ
と
に
な
り
、
問
題

は
一
応
の
解
決
を
見
た（

（00
（

。

　

以
上
、
江
蘇
・
浙
江
省
の
事
例
を
中
心
に
、
予
算
案
を
め
ぐ
る
各
省

諮
議
局
を
舞
台
と
し
た
官
紳
関
係
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
両
者

の
対
立
が
激
化
し
た
の
は
、
江
蘇
・
浙
江
省
の
み
で
は
な
か
っ
た（

（00
（

。
予

算
案
を
承
認
し
た
督
撫
の
場
合
で
も
、四
川
総
督
の
よ
う
に
、資
政
院
・

諮
議
局
議
決
の
予
算
案
は
、
あ
く
ま
で
参
考
の
用
に
供
す
る
の
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
た
も
の
も
お
り（

（01
（

、
そ
の
執
行
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

官
紳
間
の
緊
張
が
予
想
さ
れ
た
。

　

以
上
、
宣
統
三
年
予
算
承
認
ま
で
の
官
紳
関
係
ま
で
を
考
察
し
て
き

た
。
こ
の
後
、
諮
議
局
の
第
三
回
常
会
は
、
辛
亥
革
命
が
進
行
す
る
中
、

開
会
可
能
な
省
で
は
開
か
れ
た
が
、
宣
統
四
年
予
算
が
成
立
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

清
朝
最
末
期
、
鉄
道
国
有
化
問
題
、
外
債
拒
否
問
題
、
皇
族
内
閣
に
対

す
る
不
信
感
な
ど
は
、
そ
の
支
配
体
制
を
動
揺
さ
せ
る
も
の
と
し
て
十
分

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、官
紳
間
に
深
い
不
信
感
を
醸
成
し
た
要
因
と
し
て
、

本
論
で
は
予
算
問
題
の
重
要
性
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
。
督
撫
は
国
家
行

政
の
代
行
者
と
し
て
、
諮
議
局
の
権
限
を
極
力
小
さ
く
限
定
し
つ
つ
、
各

省
在
地
勢
力
に
対
し
て
優
位
に
立
つ
為
政
者
と
し
て
行
動
し
よ
う
と
し
た

様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、
中
央
の
権
威
に
拠
っ
て
な
ん
と
か
強

権
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
様
が
見
て
取
れ
る
し
、
ま
た
中
央
政
界
に
働
き

迫
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
は
、
強
硬
な
態
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
浙
江
で
の
宣
統
三
年
の
予
算
案
問
題

　

浙
江
省
に
お
い
て
も
、
宣
統
三
年
試
辦
予
算
案
は
宣
統
二
年
中
に
成

立
を
見
ず
、
宣
統
三
年
三
月
一
〇
日
に
臨
時
会
を
開
い
て
予
算
案
を
審

議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
実
際
の
開
会
は
一
二
日（

（00
（

）。
諮
議
局
は
、
予

算
案
を
審
議
し
、
支
出
を
二
七
万
両
ほ
ど
削
減
す
る
こ
と
を
決
め
た（

（00
（

。

諮
議
局
議
決
の
予
算
案
は
、
浙
江
巡
撫
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
審

査
を
行
っ
た
の
は
省
行
政
側
の
首
脳
で
構
成
す
る
会
議
庁
で
あ
っ
た
。

民
政
費
・
教
育
費
の
部
分
は
通
過
し
た
が
、
省
城
巡
警
費
用
と
八
旗
の

学
堂
経
費
の
削
減
が
問
題
と
さ
れ
た
。
巡
撫
増
韞
は
、
諮
議
局
決
議
案

に
対
し
て
積
極
的
に
争
う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
会
議
庁
の
邵
某
・

章
某
が
強
く
抗
議
し
た
と
い
う（

（00
（

。
結
局
増
韞
は
予
算
案
を
批
准
せ
ず
、

「
駁
回
」し
て
四
月
一
日
に
再
度
議
論
を
せ
よ
と
回
答
し
た（

（00
（

。浙
江
で
は
、

江
蘇
の
よ
う
に
諮
議
局
議
員
の
辞
職
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
事
態
は
深
刻

化
し
な
か
っ
た
が
、や
は
り
解
決
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。

た
だ
、
こ
の
浙
江
省
諮
議
局
の
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
た
時
期
は
、
中

央
で
、
資
政
院
の
臨
時
会
開
催
の
要
請
の
運
動
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期

で
も
あ
る
。
こ
の
資
政
院
臨
時
会
の
主
要
議
題
と
し
て
、
浙
江
省
の
予

算
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
可
能
性
も
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
浙
江
巡
撫
の
方
で
も
焦
り
を
感
じ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
よ
り
態
度

が
軟
化
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（00
（

。ま
ず
五
月
一
日
に
巡
撫
側
は
、

予
算
案
の
認
め
ら
れ
る
部
分
だ
け
公
布
し
た（

（00
（

。
さ
ら
に
五
月
末
に
は
、
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日
付
を
括
弧
内
に
補
っ
た
。

註（
（
）　

非
正
規
の
徴
収
は
、
賄
賂
と
と
れ
る
面
と
、
行
政
遂
行
の
た
め
に
不
可

欠
な
行
政
経
費
の
面
が
あ
り
、
一
律
に
不
正
な
も
の
と
断
じ
き
れ
な
い
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
的
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
。
中
央
の
官
員
は
、
こ
の
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
拡
大
を
か
な
り
詳
細
に
把
握
か
つ
黙
認
し
、
中
央
に
吸
い
上
げ

て
新
た
な
行
政
経
費
を
賄
い
、
私
財
の
蓄
積
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
単

純
に
地
方
財
政
的
な
も
の
と
断
ず
る
こ
と
も
難
し
い
。
こ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、岩
井
茂
樹『
中
国
近
世
財
政
史
の
研
究
』（
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
〇
四
年
）、山
本
進
『
清
代
財
政
史
研
究
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
土
居
智
典
「
清
末
の
雲
南
報
銷
案
に
お
け
る

地
方
か
ら
中
央
へ
の
非
正
規
徴
収
の
流
れ
に
つ
い
て
」（『
広
島
東
洋
史
学

報
』
一
八
号
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
2
）　

在
地
紳
士
層
の
事
実
上
の
行
政
参
画
と
新
た
な
財
政
収
支
の
増
加
に
つ

い
て
扱
っ
た
研
究
は
、
羅
爾
綱
『
湘
軍
新
志
』（
商
務
印
書
館
、

一
九
三
九
年
）、
何
烈
『
清
咸
、
同
時
期
的
財
政
』（
中
華
叢
書
、
国
立
編

訳
館
中
華
叢
書
編
審
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
。
前
掲
岩
井
著
書
、

山
本
著
書
も
紳
士
層
の
行
政
参
画
と
新
た
に
増
加
し
た
財
政
部
分
に
つ
い

て
詳
し
く
扱
っ
て
い
る
。
釐
金
研
究
も
膨
大
に
あ
る
が
、
行
政
と
の
関
わ

り
で
は
特
に
金
子
肇
「
清
末
民
初
に
お
け
る
江
蘇
省
の
認
捐
制
度
」（『
東

洋
史
研
究
』
五
九
―
二
、二
〇
〇
〇
年
）、
土
居
智
典
「
清
末
湖
南
省
の
省

財
政
形
成
と
紳
士
層
」（『
史
学
研
究
』
二
二
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
野

口
武
「
日
清
戦
争
期
山
東
財
政
の
財
源
獲
得
策
に
つ
い
て
」（『
現
代
中
国

研
究
』
三
三
、二
〇
一
三
年
）、山
本
一
「
清
末
山
西
省
の
財
政
改
革
と
「
局

所
」」『
社
会
経
済
史
学
』七
九-

四
、二
〇
一
四
年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
（
）　

清
初
の
中
央
集
権
的
な
行
財
政
制
度
に
つ
い
て
分
析
し
、
か
つ
そ
の
限

界
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
も
の
に
東
洋
史
研
究
会
『
雍
正
時
代
の
研
究
』

（
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）。
そ
の
後
、
太
平
天
国
の
乱
以
後
の
地
方
分
権

的
な
傾
向
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
前
掲
岩
井
著
書
。
清
末

か
け
る
力
を
持
っ
て
き
た
紳
士
の
前
に
妥
協
を
強
い
ら
れ
、
強
権
を
貫
き

通
す
こ
と
の
困
難
さ
も
露
呈
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
辛
亥
革
命

が
勃
発
し
た
。
多
く
の
督
撫
は
清
朝
に
忠
節
を
全
う
し
て
落
命
す
る
か
、

政
界
か
ら
退
く
運
命
を
た
ど
り
、
諮
議
局
を
中
心
と
す
る
紳
士
層
は
革
命

側
に
つ
き
、
清
朝
の
命
運
は
尽
き
た
。「
督
撫
専
権
」
の
趨
勢
が
清
朝
を

崩
壊
さ
せ
た
と
い
う
見
方
が
成
立
し
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
中
央

か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
行
と
い
う
視
点
で
清
末
の
政
治
的
統
合
を
観
察
す

る
に
し
て
も
、
地
方
政
治
の
主
体
が
何
者
で
あ
る
か
は
、
よ
く
見
極
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
本
論
で
見
て
き
た
中
央･

地
方
大
官
・
在
地
紳
士

層
の
三
者
の
関
係
性
を
理
解
し
て
は
じ
め
て
地
方
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
あ
り

方
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
の
三
者
関
係
は
、
意
外
に
短
期
間
に
複
雑

に
変
化
し
て
お
り
、
督
撫
の
権
力
が
相
対
的
に
後
退
し
て
い
た
と
き
に
辛

亥
革
命
が
成
功
し
た
の
も
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
督
撫
の

権
力
後
退
と
い
っ
て
も
、
財
政
権
以
外
の
面
も
含
め
た
考
察
も
必
要
で
、

そ
こ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ひ
と
ま
ず
、
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
か

け
て
、
中
央･

地
方
官
両
者
の
権
力
均
衡
の
み
を
見
て
「
軍
閥
割
拠
」
時

代
へ
向
か
う
と
理
解
す
る
の
で
は
、
近
代
中
国
の
地
方
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

あ
り
方
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
事
を
指
摘
し
て

結
び
と
し
た
い
。

　

本
文
中
の
日
付
は
基
本
的
に
年
号
・
旧
暦
表
記
。『
申
報
』（
上
海
書
店
影
印
本
、

一
九
八
三
―
一
九
八
七
年
）
の
日
付
は
西
暦
に
従
い
、
注
で
は
『
申
報
』

一
九
〇
八
年
一
月
二
日
をS0（/（/2

の
様
に
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
旧
暦
の



2（（

華
帝
国
の
構
造
と
世
界
経
済
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）、

山
本
進『
清
代
財
政
史
研
究
』（
汲
古
書
院
、二
〇
〇
二
年
）な
ど
が
あ
る
。

　
（
5
）　

前
掲
劉
広
京
論
文
、
お
よ
び
土
居
智
典
「
光
緒
新
政
時
期
の
清
朝
中

央
の
地
方
統
治
と
省
財
政
機
関
の
再
編
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
九
州

大
学
東
洋
史
論
集
』
四
四
号
、
二
〇
一
六
年
）。

　
（
6
）　Spector,S.,Li H

ong-chang and the H
uai A

rm
y:A

 Study in 
nineteenth-century C

hinese R
egionalism

 

（U
niversity of 

W
ashington Press,（（6（

）.

　
（
（
）　

臼
井
佐
知
子
「
太
平
天
国
末
期
に
お
け
る
李
鴻
章
の
軍
事
費
対
策
」

（『
東
洋
学
報
』六
五
―
三･

四
、一
九
八
四
年
）、同「
同
治
四（
一
八
六
五
）

年
、
江
蘇
省
に
お
け
る
賦
税
改
革
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
五
―
二
、

一
九
八
六
年
）、
同
「
太
平
天
国
期
に
お
け
る
蘇
州
紳
士
と
地
方
政
治
」

（『
中
国　

―
社
会
と
文
化
』
四
、一
九
八
九
年
）、
山
本
前
掲
書
。

　
（
（
）　

財
政
制
度
の
中
央
集
権
化
を
指
摘
し
た
も
の
に
佐
藤
淳
平
「
二
〇
世

紀
初
頭
清
朝
に
お
け
る
財
政
集
権
化
」（『
中
国
研
究
月
報
』
七
〇
―
六
、

二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
が
、
な
ぜ
順
調
に
進
ん
だ
か
と
い
う
点
が
不
明

で
あ
る
。
他
に
前
掲
土
居
論
文
（
二
〇
一
四
・
二
〇
一
六
）
も
参
照
さ

れ
た
い
。
予
算
案
作
成
の
過
程
に
つ
い
て
は
他
に
佐
藤
淳
平
「
宣
統
年

間
の
預
算
編
成
と
各
省
の
財
政
負
担
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
三
―
二
、

二
〇
一
四
年
）、
土
居
（
二
〇
一
四
）
も
あ
る
が
、
諮
議
局
の
関
与
に

つ
い
て
は
更
な
る
分
析
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
（
（
）　

諮
議
局
設
立
時
期
の
各
省
で
の
官
紳
対
立
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
問
題

に
関
す
る
軋
轢
が
清
朝
の
崩
壊
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
事
が
、
概
説

書
で
扱
わ
れ
る
ほ
ど
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
予
算
審
議

に
重
点
の
あ
る
諮
議
局
研
究
は
多
く
は
な
い
が
、劉
增
合
「
前
恭
後
倨
：

清
季
督
撫
與
預
算
制
度
」『
中
央
硏
究
院
近
代
史
硏
究
所
集
刋
』

（
六
六
、二
〇
〇
九
年
）
が
あ
り
、
本
論
の
検
討
内
容
と
対
象
が
重
な
る

部
分
も
多
い
。
し
か
し
督
撫
の
中
央
へ
の
対
抗
姿
勢
を
過
大
に
評
価
し

の
地
方
分
権
的
な
傾
向
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査

会
『
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
第
一
部
報
告　

清
国
行
政
法
』
第
一
―
五
、六

巻
（
東
洋
印
刷
、
一
九
一
一
年
、
一
九
一
五
年
）
が
代
表
的
な
も
の
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
近
年
は
、
岡
本
隆
司
『
近
代
中
国
と
海
関
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
清
朝
は
中
央

集
権
と
も
地
方
分
権
と
も
い
い
が
た
い
独
特
な
財
政
制
度
を
有
し
て
い
た

と
指
摘
す
る
研
究
も
現
れ
、
土
居
智
典
「
清
末
預
備
立
憲
時
期
に
お
け
る

財
政
制
度
改
革　

―
清
理
財
政
局
を
中
心
と
し
て
―
」（『
社
会
経
済
史
学
』

第
八
〇
巻
二
号
、二
〇
一
四
年
）は
そ
の
よ
う
な
見
解
に
依
り
つ
つ
、中
央・

地
方
の
財
政
が
未
分
化
の
財
政
制
度
を
一
体
性
財
政
と
位
置
づ
け
、
両
者

の
分
離
で
あ
る「
国
地
劃
分
」お
よ
び
予
算
制
度
導
入
の
研
究
を
行
っ
た
。

　
（
（
）　

主
に
中
国
の
研
究
に
、
督
撫
の
権
限
増
大
を
強
調
し
、
か
つ
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
魏
光
奇
「
清
代
後
期
中
央
集

権
財
政
体
制
的
瓦
解
」（『
近
代
史
研
究
』
一
、一
九
八
六
年
）、張
神
根
「
清

末
国
家
財
政
、地
方
財
政
劃
分
評
析
」（『
史
学
月
刊
』
一
、一
九
九
六
年
）、

陳
鋒
「
清
代
中
央
財
政
与
地
方
財
政
的
調
整
」（『
歴
史
研
究
』
五
、

一
九
九
七
年
）、
彭
雨
新
「
清
末
中
央
与
各
省
財
政
関
係
」（『
社
会
科
学

雑
誌
』
九
―
一
、一
九
四
七
年
）、周
育
民
『
晩
清
財
政
與
社
会
変
遷
』（
上

海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
周
志
初
『
晩
清
財
政
経
済
研
究
』（
斉

魯
書
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
彭
沢
益
『
十
九
世
紀
後
半
期
的
中
国
財
政
與

経
済
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
。
し
か
し
、
督
撫
の
権
限

に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
中
央
か
ら
の
人
事
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
強
さ
や

財
政
収
奪
の
強
さ
を
指
摘
す
る
劉
克
祥「
太
平
天
国
後
清
政
府
的
財
政〝
整

頓
”
和
捜
刮
政
策
」（『
中
国
社
会
科
学
院
経
済
研
究
所
集
刊
』
三
、

一
九
八
一
年
）、
劉
広
京
「
晩
清
督
撫
権
力
問
題
商
榷
」（『
清
華
学
報
』

新
第
一
〇
―
二
、一
九
七
四
年
）
な
ど
も
あ
る
。
一
方
、
特
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
と
ら
え
る
こ
と
な
く
、
数
省
単
位
で
の
経
済
圏
の
成
立
に
対
応
し
た

も
の
と
し
て
督
撫
の
経
済
・
財
政
政
策
を
分
析
し
た
も
の
に
黒
田
明
伸『
中
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（
（（
）　

湖
南
省
か
ら
の
「
湖
南
全
体
人
民
民
選
議
院
請
願
書
」
は
、
国
会
開

設
を
至
上
課
題
と
し
、
資
政
院
と
諮
議
局
に
対
す
る
評
価
は
低
い
が
、

そ
れ
で
も
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

S0（/（/20

・2（

。

　
（
20
）　
「
蘇
垣
諮
議
局
開
辦
」
蘇
州S0（/6/（

。

　
（
2（
）　
「
山
西
諮
議
局
創
辦
所
簡
章
」S0（/6/（5

。

　
（
22
）　
「
電
文
」S0（/（/（（

。 

　
（
2（
）　
「
憲
政
編
査
館
等
奏
擬
訂
各
省
諮
議
局
並
議
員
選
挙
章
程
摺
」（『
清

末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』
下
冊
）
光
緒
三
四
年
六
月
二
四
日
。

　
（
2（
）　
「
資
政
院
等
奏
擬
訂
資
政
院
院
章
摺
」『（『
清
末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』

下
冊
）
光
緒
三
四
年
六
月
一
〇
日
。

　
（
25
）　
「
上
諭
」S0（/（/2（

。

　
（
26
）　
「
讀
六
月
二
四
日
上
諭
謹
註
」S0（/（/25

。

　
（
2（
）　

全
国
の
動
き
に
比
し
て
、
湖
北
の
請
願
が
遅
か
っ
た
が
（「
論
湖
北

之
無
国
会
請
願
者
」S0（/（/（

）、
八
月
に
は
留
日
湖
北
公
友
会
が
国
会

開
設
を
陳
情
し
た
（「
留
日
湖
北
公
友
会
請
都
察
院
代
奏
請
開
国
会
書
」

S0（/（/（（

・（（

、「
湖
北
国
會
請
願
大
會
議
紀
事
」S0（/（/2

）。

　
（
2（
）　
「
国
会
論
両
派
之
競
争
」
北
京S0（/（/（（

。

　
（
2（
）　
「
憲
政
編
査
館
資
政
院
會
奏
憲
法
大
綱
曁
議
院
法
選
挙
法
要
領
及
逐

年
籌
備
事
宜
摺
」（『
清
末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』
上
冊
）
光
緒
三
四
年

八
月
一
日
。

　
（
（0
）　
「
江
蘇
之
今
日　

江
蘇
複
選
挙
人
注
意
」S0（/5/（

。

　
（
（（
）　
「
浙
江
諮
議
局
議
案
預
備
会
開
会
紀
事
」
杭
州S0（/（（

。「
論
江
蘇
預

備
議
案
会
之
宜
速
設
」S0（/（/（（

。「
江
蘇
諮
議
局
開
預
備
会
初
誌
」

南
京S0（/（0 （

。「
江
蘇
諮
議
局
開
預
備
会
續
誌
」
南
京S0（/（0/（0

。

「
江
蘇
諮
議
局
開
預
備
会
三
誌
」S0（/（0/（（

。「
江
蘇
諮
議
局
開
預
備

会
四
誌
」
南
京S0（/（0/（5

。「
湖
南
議
案
研
究
会
致
撫
憲
関
道
書
」

S0（/（/26
。

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
論
は
、
紳
士
の
活
溌
な
活
動
に
よ
っ
て
、

督
撫
が
強
権
を
貫
き
通
せ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
、
劉
氏
の
研

究
と
は
異
な
る
像
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
（
（0
）　

趙
炳
麟
「
請
製
定
預
算
決
算
表
清
理
財
政
疏
」
光
緒
三
二
年
一
一
月

一
八
日
『
趙
柏
巌
集
』
巻
二
。

　
（
（（
）　
「
湖
南
即
用
知
県
熊
範
舆舆
等
請
速
设设
民
選
議
院
呈
」（
故
宮
博
物
院
明

清
档
案
部
編
『
清
末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』（
中
華
書
局
、一
九
七
九
年
） 

下
冊
、
二
、
議
院
）
光
緒
三
三
年
八
月
二
八
日
。「
侍
講
学
士
福
詵
請

開
設
議
会
以
維
国
勢
而
固
人
心
折
摺
」（『
清
末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』

下
冊
、
二
、
議
院
）
光
緒
三
四
年
五
月
二
六
日
。

　
（
（2
）　
「
論
中
国
于
實
行
立
憲
之
前
宜
速
行
預
算
法
」『
東
方
雑
誌
』
三
―

一
三
（『
南
方
報
』
か
ら
の
転
載
論
説
）
一
九
〇
七
年
二
月
七
日
。「
論

国
民
當
知
預
算
之
理
由
及
其
根
拠
」『
東
方
雑
誌
』
四
―
七
（『
時
報
』

か
ら
の
転
載
論
説
） 

一
九
〇
七
年
八
月
三
日
。

　
（
（（
）　
「
設
立
資
政
院
派
溥
倫
孫
家
鼐
為
総
裁
並
會
同
軍
機
大
臣
擬
訂
院
章

諭
」（『
清
末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』
下
冊
）
光
緒
三
三
年
八
月
一
三
日
。

「
著
各
省
速
設
諮
議
局
諭
」（『
清
末
籌
備
立
憲
档
案
史
料
』
下
冊
）
光

緒
三
三
年
九
月
一
三
日
。
こ
こ
で
資
政
院
が
議
院
準
備
機
関
と
し
て
設

立
さ
れ
る
が
、
自
ら
が
議
会
機
能
を
持
ち
始
め
る
の
は
、
民
選
議
員
が

選
ば
れ
る
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
（（
）　
「
江
蘇
紳
士
上
督
撫
公
呈
」（
為
組
織
諮
議
局
事
）S0（/（/2

。「
江
蘇

諮
議
局
議
員
選
挙
章
程
」S0（/（/2

。
記
事
に
よ
る
と
「
在
滬
江
蘇
教

育
総
会
等
十
二
団
体
」
が
章
程
の
起
草
を
行
っ
た
と
あ
る
。

　
（
（5
）　
「
蘇
撫
札
委
設
立
諮
議
局
」
蘇
州S0（/（/（

。

　
（
（6
）　
「
咨
行
諮
議
局
章
程
」
北
京S0（/（/2（

。

　
（
（（
）　
「
諮
議
局
章
程
由
官
釐
訂
」S0（/2/5

。

　
（
（（
）　
「
電
文
」S0（/（/（

。
章
程
の
内
容
は
、
同
月
中
に
公
開
さ
れ
た
（「
憲

政
編
査
館
擬
選
挙
諮
議
局
議
員
暫
行
章
程
」S0（/（/2（

）。
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（
（6
）　
「
資
政
院
預
備
議
案
」
北
京S（0/（/（

。

　
（
（（
）　
「
電
（
南
京
）　

諮
議
局
研
究
会
、
今
日
（
三
〇
日
）、
議
員
を
招
待

し
て
大
会
を
開
い
て
演
説
し
、
時
局
は
切
迫
し
て
い
る
の
で
、
各
省
連

合
の
上
で
国
会
の
早
期
開
会
と
責
任
内
閣
の
組
織
を
要
求
し
よ
う
と
主

張
し
た
。」S0（/（0/（（

（
九
月
初
一
日
）。

　
（
（（
）　
「
江
蘇
諮
議
局
選
挙
資
政
院
議
員
」
南
京S0（/（（/25

。「
浙
省
諮
議

局
選
挙
資
政
院
議
員
紀
事
」
杭
州S0（/（（/26

。「
江
蘇
諮
議
局
互
選
資

政
院
議
員
餘
聞
」南
京S0（/（（/2（

。「
安
徽
安
徽
諮
議
局
互
選
資
政
院
議
員
」

安
徽
安
徽S0（/（（/2（

。「
広
東
諮
議
局
互
選
資
政
院
議
員
」
広
州

S0（/（（/（0

。「
吉
省
挙
定
資
政
院
議
員
」
吉
林S0（/（2/（

。「
湘
省
諮

議
局
互
選
資
政
院
議
員
」
長
沙S0（/（2/6

。「
贛
省
選
挙
資
政
院
議
員
」

江
西S0（/（2/（（

。「
贛
撫
複
選
資
政
院
議
員
」長
沙S0（/（2/（5

。「
贛

撫
選
送
資
政
院
議
員
」
南
昌S0（/（2/22

。「
黔
省
諮
議
局
選
出
資
政
院

議
員
」
貴
州S0（/（2/25

。「
寧
蘇
電
商
選
挙
資
政
院
議
員
」
蘇
州

S0（/（2/2（

。「
黔
省
選
定
資
政
院
議
員
」
貴
州S0（/（2/（0

。

　
（
（（
）　
「
直
紳
請
求
速
開
国
会
之
動
機
」
天
津S0（/（（/2（

。

　
（
50
）　

同
上
。

　
（
5（
）　
「
集
議
請
求
速
開
国
会
之
先
聲
」S0（/（2/（（

、「
中
国
国
会
之
發
軔軔
機
」

S0（/（2/2（

。

　
（
52
）　

外
債
返
還
に
積
極
的
に
関
わ
る
か
わ
り
に
国
会
開
設
を
要
求
す
る
運

動
を
、
籌
還
国
債
会
が
こ
の
時
期
に
展
開
さ
せ
た
た
こ
と
に
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
楠
瀬
正
明
「
二
十
世
紀
初
期
に
お
け
る
中
国
の
国
会

速
開
請
願
運
動
（
一
）」『
広
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要 

地
域
文
化
研
究
』

三
〇
巻
、
二
〇
〇
四
年
。

　
（
5（
）　

注
８
の
佐
藤
論
文
、
お
よ
び
土
居
論
文
の
清
理
財
政
局
お
よ
び
予
算

編
成
に
つ
い
て
扱
っ
た
研
究
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
5（
）　
「
各
省
国
会
請
願
代
表
組
織
同
志
会
」S（0/（/（

。
な
お
、
国
会
請
願

運
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
楠
瀬
論
文
を
参
照
。

　
（
（2
）　
「
浙
江
諮
議
局
議
案
預
備
会
開
会
紀
事
」
杭
州S0（/（/（

。

　
（
（（
）　
「
各
省
籌
辦
諮
議
局　

浙
藩
條
陳
諮
議
局
議
案
」S0（/（0/（

・（0

・（（

。

　
（
（（
）　
「
会
擬
欽
交
諮
議
局
飭
議
事
件
」
北
京S0（/（/（（

（
七
月
初
三
日
）。

　
（
（5
）　
「（
軍
機
大
臣
）
世
續
が
い
う
に
は
、
各
省
諮
議
局
、
順
次
開
辦
し
、

東
南
各
省
の
風
気
も
開
通
し
た
。
議
員
も
規
則
に
違
反
す
る
こ
と
な
く

自
重
し
て
い
る
。」（「
枢
府
予
防
諮
議
局
之
争
執
」
北
京S0（/（0/22

）。

　
（
（6
）　
「
蘇
撫
瑞
中
丞
議
案
」S0（/（0/（（

日
（
九
月
初
一
日
）・0（/（0/（5

（
九

月
初
二
日
）・0（/（0/（6

（
九
月
初
三
日
）・0（/（0/（（

（
九
月
初
四
日
）。

　
（
（（
）　
「
各
省
籌
辦
諮
議
局　

江
蘇
諮
議
局
張
制
軍
提
出
議
案
」S0（/（0/20

（
九
月
初
七
日
）。

　
（
（（
）　
「
各
省
開
辦
諮
議
局
」
江
蘇
諮
議
局
議
案S0（/（0/2（

・2（

・25

・

26

・2（

・2（

・2（

・（0

・（（
、0（/（（/ （

・（

・5

・6

・（

・（

・（

・

（0

・（（

・（6

・（（

・（（

・（（

・20
・2（
・2（

・（0

。

　
（
（（
）　
「
諮
議
局
議
員
調
査
財
政
」
蘇
州S0（/（（/（2

。

　
（
（0
）　

前
掲
土
居
（
二
〇
一
六
）。

　
（
（（
）　

督
撫
の
諮
議
局
に
対
す
る
文
書
は
「
箚
」
の
様
式
を
用
い
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
た
が
、
山
西
巡
撫
が
下
属
に
命
令
す
る
「
札
飭
」
の
様
式

に
固
執
し
た
こ
と
に
よ
る
。「
山
西
諮
議
局
議
長
因
争
公
牘
辞
職
」
太
原

S0（/（（/5

。「
規
定
督
撫
行
文
諮
議
局
之
格
式
」
北
京S0（/（（/（（
。「
順

直
諮
議
局
上
憲
政
編
査
館
書
」（
争
論
行
文
体
制
）S0（/（（/2（
。

　
（
（2
）　
「
専
電
」S0（/（（/2（

。

　
（
（（
）　
「
憲
政
館
厳
防
議
員
踰
越
権
限
」
北
京S0（/（（/（0

。

　
（
（（
）　
「
電　

憲
政
編
査
館
が
両
江
総
督
に
打
電
し
、
諮
議
局
の
議
案
に
越

権
の
処
が
あ
る
の
で
、
次
に
開
会
す
る
の
を
待
っ
て
再
審
理
さ
せ
、
常

駐
議
員
に
辦
理
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
通
達
し
た
。」S（0/（/（（

。

　
（
（5
）　
「
電　

憲
政
館
は
来
年
よ
り
、
各
省
諮
議
局
に
官
員
を
派
遣
し
て
会

議
を
監
察
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。」S（0/（/（（

（
宣
統
元
年

一
二
月
初
七
日
）。
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（
（（
）　
「
電
文
」S（0/（0/5

。

　
（
（（
）　
「
各
省
諮
議
局
聯
合
請
交
預
算
案
」
北
京
S
一
九
一
〇
年
一
〇
月
八

日
。「
粤
諮
議
局
聯
合
各
省
抵
抗
外
債
」
広
東S（0/（0/（（

。

　
（
（5
）　
「
電　

今
日
、
資
政
院
は
広
西
巡
撫
が
諮
議
局
の
権
限
を
侵
犯
し
た

と
い
う
こ
と
を
事
実
と
認
め
、
議
長
よ
り
上
奏
し
て
懲
戒
を
求
め
る
よ

う
議
決
し
た
」S（0/（0/（

。「
資
政
院
核
辦
広
西
事
件
摺
稿
」
北
京

S（0/（0/（（

。
広
西
省
諮
議
局
の
全
体
議
員
辞
職
案
は
、
禁
烟
案
が
主

な
原
因
だ
が
、
や
は
り
巡
撫
側
の
予
算
案
不
提
出
も
争
点
に
な
っ
て
い

た
（「
資
政
院
旁
聴
録
」S（0/（0/（2

）。

　
（
（6
）　
「
各
省
諮
議
局
續
争
預
算
歳
入
」
湖
北S（0/（0/（5

。「
鄂
局
又
争
不

完
全
之
預
算
案
」
湖
北S（0/（0/（（

。「
湖
北
諮
議
局
停
議
催
交
預
算
全

案
」
武
昌S（0/（0/（0

。

　
（
（（
）　

同
上
。

　
（
（（
）　
「
閩
湘
両
省
催
交
豫
算
歳
入
」
福
州S（0/（0/25

。

　
（
（（
）　
「
桂
撫
電
詢
豫
算
案
應
否
全
交
」
広
西S（0/（0/2（

。

　
（
（0
）　
「
鄂
諮
議
局
停
会
開
会
情
形
」
湖
北S（0/（（/2

（
一
〇
月
初
一
日
）。

　
（
（（
）　
「
浙
諮
議
局
突
然
開
議
紀
聞
」杭
州S（0/（（/5

日（
一
〇
月
初
四
日
）。

浙
江
省
諮
議
局
と
巡
撫
の
対
立
要
因
は
、
予
算
審
議
の
問
題
の
み
な
ら

ず
、
も
ち
ろ
ん
鉄
道
運
営
に
つ
い
て
の
対
立
も
関
係
し
て
い
た
。

　
（
（2
）　
「
電
文
」S（0/（（/22

。「
浙
諮
議
局
決
開
臨
時
会
」
杭
州S（0/（2/（（

。

福
建
省
諮
議
局
で
も
、
予
算
審
議
の
た
め
に
一
〇
月
二
三
日
か
ら
臨
時
会

が
開
か
れ
た
（「
閩
諮
議
局
請
開
臨
時
会
電
文
」
福
州S（0/（（/2（

日
）。

　
（
（（
）　
「
江
蘇
預
算
底
冊
已
交
諮
議
局
」
南
京S（0/（（/（

。

　
（
（（
）　
「
各
省
仍
争
預
算
歳
入
要
電
」S（0/（（/（5

。

　
（
（5
）　
「
資
政
院
致
各
省
諮
議
局
電
（
為
預
算
案
歳
入
事
）」S（0/（（/（（

。

　
（
（6
）　
「
湖
北
諮
議
局
閉
会
状
況
」
武
昌S（0/（（/2（

。「
各
省
諮
議
局
大
開

臨
時
会
」S（0/（2/5

。「
鄂
諮
議
局
議
決
預
算
情
形
」
湖
北S（0/（2/6

。

　
（
（（
）　
「
鄂
諮
議
局
臨
時
会
開
会
確
期
」
湖
北S（0/（2/（6

。

　
（
55
）　
「
鄂
諮
議
局
請
宣
布
歳
出
入
総
数
」
湖
北S（0/（/2

。

　
（
56
）　
「
諮
議
局
糾
挙
抑
勒
浮
収
之
官
吏
」
杭
州S（0/6/2（

。

　
（
5（
）　
「
度
支
部
核
訂
預
算
総
表
之
迫
促
」
北
京S（0/（/2（

。

　
（
5（
）　
「
電
文
」S（0/（/（（

。

　
（
5（
）　
「
度
支
部
提
出
予
算
案
之
争
論
」
北
京S（0/（（

。

　
（
60
）　
「
諮
議
局
交
議
預
算
尚
待
度
部
奏
明
」
北
京S（0/（/（（

。

　
（
6（
）　
「
各
省
預
算
総
表
尚
難
入
奏
」
北
京S（0/（/（（

（
八
月
一
一
日
）。

　
（
62
）　

同
上
。

　
（
6（
）　

同
上
。
ま
た
、
各
地
の
監
理
官
が
一
斉
に
上
京
し
た
記
録
は
見
あ
た

ら
な
い
の
で
、実
際
に
は
電
文
で
の
調
整
が
進
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
6（
）　
「
度
部
提
出
預
算
案
之
準
備
」
北
京S（0/（/（6

（
八
月
一
三
日
）。

　
（
65
）　
「
総
裁
協
理
果
何
嫌
於
預
算
案
耶
」北
京S（0/（/2（

（
八
月
一
八
日
）。

　
（
66
）　

同
上
。

　
（
6（
）　
「
預
算
案
決
議
提
交
資
政
院
」
北
京S（0/（/25

（
八
月
二
二
日
）。

　
（
6（
）　
「
度
支
部
全
国
豫
算
表
脱
稿
」
北
京S（0/（0/2
（
八
月
二
九
日
）。

　
（
6（
）　
「
中
国
全
国
財
政
大
議
案
」
北
京S（0/（/26

。

　
（
（0
）　
「
今
日
預
算
上
之
評
決
」S（0/（（/2

。

　
（
（（
）　
「
電　

護
理
広
西
巡
撫
が
資
政
院
に
打
っ
た
電
文
に
よ
る
と
、
諮
議

局
議
員
が
全
員
辞
職
す
る
事
態
に
陥
っ
た
の
で
、
代
奏
を
請
う
と
と
も

に
懲
戒
を
求
め
る
と
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
該
巡
撫
に
情
勢
を
よ

く
監
察
し
て
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
に
と
諭
旨
が
発
せ
ら
れ
た
」

S（0/（0/5

。「
電　

資
政
院
は
広
西
省
諮
議
局
議
員
が
全
員
辞
職
し
た

事
を
う
け
て
、
緊
急
動
議
を
提
出
し
、
特
任
股
員
を
一
八
人
ほ
ど
任
命

し
、
事
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
」S（0/（0/5

。

　
（
（2
）　
「
電　

浙
江
諮
議
局
は
、
今
日
（
二
日
）、
広
東
諮
議
局
の
電
文
を
受

け
取
っ
た
。
電
文
に
は
禁
烟
の
案
件
実
施
が
引
き
延
ば
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
対
立
が
起
こ
り
、
全
体
辞
職
と
な
っ
た
。（
各
省
）
連
合
し
て
闘

争
せ
ん
こ
と
を
求
め
る
と
あ
っ
た
」S（0/（0/5

。 
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（
（10
）　
「
資
政
院
預
算
股
開
会
紀
事
」
北
京S（0/（（/2

（
一
〇
月
初
一
日
）。

　
（
（10
）　
「
資
政
院
近
聞
一
束
」
北
京S（0/（（/2（

日
。「
資
政
院
預
算
股
員
会

開
会
詳
情
」
北
京S（0/（（/2（

。

　
（
（10
）　
「
資
政
院
豫
算
明
年
虧
款
実
数
」
北
京S（（/（/（

（
宣
統
二
年
一
二
月

初
一
日
）。「
追
紀
資
政
院
審
査
預
算
案
情
形
」
北
京S（（/（/（6

（
宣
統

二
年
一
二
月
一
六
日
）。

　
（
（10
）　
「
専
電
」S（（/（/（

（
宣
統
二
年
一
二
月
初
四
日
）。

　
（
（10
）　
「
度
部
対
於
質
問
預
算
之
聲
辯
」
北
京S（（/（/（

（
宣
統
二
年
一
二
月

初
九
日
）。

　
（
（10
）　
「
専
電
」S（（/（/（（

（
宣
統
二
年
一
二
月
一
三
日
）。

　
（
（（1
）　
「
専
電
」S（（/（/（（

（
宣
統
二
年
一
二
月
一
九
日
）。

　
（
（（（
）　
「
専
電
」S（（/（/2（

（
宣
統
二
年
一
二
月
二
一
日
）。

　
（
（（0
）　
「
粤
督
反
対
資
政
院
核
減
預
算
」
北
京S（（/（/22

（
宣
統
二
年
一
二

月
二
二
日
）。「
直
督
不
認
資
政
院
裁
減
預
算
案
」
北
京S（（/（/2（

（
宣

統
二
年
一
二
月
二
三
日
）。「
川
鄂
両
督
亦
不
認
預
算
案
」
北
京

S（（/（/25

（
宣
統
二
年
一
二
月
二
五
日
）。

　
（
（（0
）　
「
預
算
有
照
議
決
案
上
奏
之
望
」
北
京S（（/（/2（

日
（
宣
統
二
年

一
二
月
二
四
日
）。

　
（
（（0
）　
「
上
諭
」S（（/2/2

。

　
（
（（0
）　
「
預
算
案
之
三
大
疑
問
」
北
京S（（/2/（（

。

　
（
（（0
）　
「
豫
算
案
変
更
之
影
響
」
北
京S（（/2/（5

。

　
（
（（0
）　
「
湘
撫
楊
文
鼎
奏
覆
核
宣
統
三
年
預
算
増
減
款
項
籌
辦
情
形
摺
」

S（（/2/（（

（
一
月
一
五
日
）。「
桂
省
預
算
不
敷
仍
請
由
部
酌
剤
」
広
西

S（（/2/（（

日
（
一
月
二
〇
日
）。「
豫
省
又
請
追
加
預
算
出
款
」
河
南

S（（/2/20

日
（
一
月
二
二
日
）。「
破
壊
預
算
案
者
紛
紛
而
起
」
陝
西　

広
東S（（/2/2（

（
一
月
二
九
日
）。

　
（
（（0
）　
「
川
諮
議
局
議
決
之
預
算
案
危
矣
」
四
川S（（/2/（

。「
増
撫
対
於
預

算
案
改
訂
之
政
見
」
浙
江S（（/2/（6

。「
諮
議
局
預
算
案
已
矣
」
北
京

　
（
（（
）　
「
湖
北
諮
議
局
宣
佈佈
臨
時
会
期
」
武
昌S（0/（2/2（

。

　
（
（（
）　
「
電　

湖
広
総
督
が
上
奏
し
て
い
う
に
は
、
湖
北
省
の
行
政
費
は
先

だ
っ
て
一
七
〇
万
両
削
減
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
検
討
し
た
結
果
、
解

款
・
協
款
・
編
練
混
成
協
経
費
・
教
育
・
実
業
等
経
費
は
削
減
し
が
た

い
が
、
そ
の
他
の
部
分
か
ら
無
理
を
し
て
七
〇
万
両
削
減
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
」S（（/（/（

。

　
（
（0
）　
「
湖
北
諮
議
局
審
査
預
算
之
詳
慎
」
武
昌S（（/（/（（

。

　
（
（（
）　
「
鄂
議
局
核
減
官
業
支
出
三
款
」
湖
北S（（/（/2（

。

　
（
（2
）　
「
鄂
省
追
加
預
算
数
目
報
部
」
湖
北S（（/（/22

。

　
（
（（
）　

同
上
。

　
（
（（
）　
「
桂
閩
官
紳
電
告
預
算
辦
法
」S（0/（2/（0

。

　
（
（5
）　
「
湘
撫
不
容
諮
議
局
増
減
預
算
」
北
京S（（/（/（

。
同
様
の
打
電
内
容

は
、
一
月
一
日
付
け
『
申
報
』
の
「
専
電
」
に
も
見
ら
れ
、
電
文
自
体

は
旧
暦
一
一
月
末
か
一
二
月
一
日
頃
に
打
た
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
（6
）　
「
時
評
」S（（/（/（

。

　
（
（（
）　
「
閩
議
局
呈
控
松
督
預
算
違
法
」
福
州S（（/（/（
・（
。「
閩
議
局
電
請

維
持
預
算
権
限
」
北
京S（（/（/（

。

　
（
（（
）　
「
蘇
議
局
亦
将
開
臨
時
会
矣
」
南
京S（（/（/（（

。

　
（
（（
）　
「
要
求
豫
算
案
之
大
風
波
」
北
京S（0/（0/6

（
九
月
初
四
日
）。「
豫

算
案
提
交
資
政
院
問
題
」
北
京S（0/（0/（

日
（
九
月
初
六
日
）。

　
（
（11
）　
「
豫
算
案
提
交
資
政
院
問
題
」
北
京S（0/（0/（

日
（
九
月
初
六
日
）。

　
（
（1（
）　
「
預
算
案
延
不
交
議
原
因
」
北
京S（0/（0/2（

（
九
月
二
二
日
）。「
慶

邸
亦
主
速
交
豫
算
案
」
北
京S（0/（0/2（

（
九
月
二
五
日
）。

　
（
（10
）　

同
上
。

　
（
（10
）　
「
電　

資
政
院
は
二
四
日
に
予
算
案
を
受
け
取
っ
た
。
そ
こ
で
載
澤

は
演
説
し
、
財
政
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
国
会
の
早
期
開
会
と

国
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
述
べ
た
」S（0/（0/2（

（
九
月
二
五
日
）。
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し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
」S（（/6/（（

。「
電　

張
謇
は
載
澤
と
と
も
に

召
見
に
あ
が
り
、
江
蘇
諮
議
局
議
員
の
辞
職
の
原
因
に
つ
い
て
詳
細
に

説
明
し
た
。
摂
政
王
は
内
閣
に
命
じ
て
両
江
総
督
に
打
電
し
、
予
算
案

を
頒
布
・
施
行
さ
せ
、
公
開
し
た
後
に
覆
奏
さ
せ
る
つ
も
り
と
の
こ
と

で
あ
る
」S（（/6/（（

。

　
（
（00
）　
「
蘇
諮
議
局
転
圜
之
希
望
」S（（/6/（（

。

　
（
（00
）　

同
上
。「
資
政
院
江
蘇
議
員
為
諮
議
局
議
員
辞
職
事
呈
資
政
院
文
」

S（（/6/20

。

　
（
（00
）　
「
電
文
」S（（/6/2（

（
五
月
二
五
日
）。

　
（
（00
）　
「
電
文
」S（（/（/2（

（
六
月
初
四
日
）。

　
（
（00
）　
「
蘇
諮
議
局
之
千
鈞
一
髪
」S（（/（/（

日
（
閏
六
月
初
一
〇
日
）。

　
（
（01
）　
「
専
電
」S（（/（/2（

（
七
月
初
四
日
）。「
江
督
蘇
撫
箚
諮
議
局
公
布

寧
属
預
算
文
」S（（/（/（0

。

　
（
（0（
）　
「
寧
蘇
議
員
復
職
之
手
続
」S（（/（/2（

。「
江
蘇
議
員
復
職
之
宣
言
」

S（（/（/（5

。

　
（
（00
）　
「
諮
議
局
召
集
臨
時
会
業
已
発
表
」
杭
州S（（/（/（0

（
二
月
初
一
〇

日
）。「
専
電
」S（（/（/（

（
三
月
初
一
〇
日
）。

　
（
（00
）　
「
刪
減
預
算
歳
出
紀
聞
」
浙
江S（（/（/2（

。

　
（
（00
）　
「
会
議
庁
審
査
預
算
案
誌
聞
」
杭
州S（（/（/2（

（
四
月
一
日
）。

　
（
（00
）　
「
専
電
」S（（/（/2（

（
四
月
一
日
）。

　
（
（00
）　
「
臨
時
会
之
新
題
目
又
出
現
矣
」S（（/5/26

。

　
（
（00
）　
「
浙
省
定
期
公
布
半
部
預
算
案
」S（（/5/2（

。

　
（
（00
）　
「
浙
預
算
案
可
望
完
全
成
立
」
杭
州S（（/6/2（

。

　
（
（00
）　

例
え
ば
、
湖
北
省
に
お
い
て
も
、
督
撫
が
頑
強
に
予
算
案
不
承
認
を

続
け
る
な
ら
、
議
員
総
辞
職
を
も
っ
て
対
抗
す
る
方
針
が
定
め
ら
れ
て

い
た
（「
鄂
諮
議
局
預
算
成
立
之
歓
忭忭
」
武
昌S（（/（/（0

）。

　
（
（01
）　

注
（（0
参
照
。

（
長
崎
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
）

S（（/2/（（

。

　
（
（（0
）　
「
澤
尚
書
経
営
宣
統
三
年
之
財
政
」北
京S（（/2/（（

（
一
月
一
五
日
）。

　
（
（01
）　
「
度
支
部
酌
擬
試
辦
全
国
預
算
暫
行
章
程
」S（（/2/25

・26

・2（

・

2（
（
一
月
二
七
・
二
八
・
二
九
・
三
〇
日
）。

　
（
（0（
）　
「
督
撫
反
対
預
算
案
無
効
」S（（/5/2

。

　
（
（00
）　
「
蘇
議
局
催
請
公
布
預
算
案
」S（（/（/2（

（
三
月
二
五
日
）。

　
（
（00
）　
「
蘇
議
局
之
大
紀
念
日
」S（（/5/5

（
四
月
初
七
日
）。

　
（
（00
）　
「
専
電
」S（（/5/（
。

　
（
（00
）　
「
蘇
民
組
織
預
算
維
持
会
」S（（/5/（

。

　
（
（00
）　
「
電
奏
」S（（/5/（

。

　
（
（00
）　
「
留
日
江
蘇
同
協
会
致
諮
議
局
函
」（
為
日
本
借
款
事
）S（（/5/（0

。

　
（
（00
）　
「
専
電
」S（（/（/2（

（
三
月
二
九
日
）。

　
（
（00
）　
「
竟
聴
江
蘇
諮
議
局
解
散
耶
」S（（/5/（（
。

　
（
（01
）　
「
電
文
」S（（/5/（（

。

　
（
（0（
）　
「
電
文
」S（（/5/（（

。

　
（
（00
）　
「
江
蘇
預
算
維
持
会
成
立
記
」S（（/5/25

。

　
（
（00
）　
「
江
蘇
京
官
大
会
紀
事
」S（（/5/2（

。

　
（
（00
）　
「
電　

盛
宣
懐
は
自
ら
諮
議
局
聯
合
会
に
赴
き
、
江
蘇
諮
議
局
を
再

開
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま
た
鉄
道
を
商
辦
に
す
る
の
は

様
々
な
不
都
合
が
あ
り
、
や
む
を
得
ず
国
有
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

情
勢
で
あ
る
と
説
明
し
た
」S（（/6/（

。「
電　

摂
政
王
は
、
某
親
貴
が

張
謇
と
関
係
が
深
く
、
ま
た
実
業
の
経
験
も
あ
り
実
績
も
あ
げ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
一
七
日
に
召
見
す
る
と
定
め
た
。
あ
わ
せ
て
江
蘇
諮

議
局
議
員
辞
職
事
件
と
寧
属
予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
事
情
を
聞
く
こ
と

に
な
っ
た
」S（（/6/（2

（
五
月
一
六
日
）。「
電　

載
澤
は
江
寧
予
算
案

の
真
相
を
調
査
し
、
摂
政
王
に
密
陳
し
た
。
諭
旨
を
奉
じ
て
、
張
謇
召

見
後
に
対
策
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
既

に
両
江
総
督
に
打
電
し
、
議
決
案
を
認
可
し
て
公
布
す
る
よ
う
に
命
令


